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１ 水質環境目標値見直しに至る経緯 

名古屋市では、市民の健康を保護し、快適な生活環境を確保する上で維持される

べき目標値として、平成 17 年 7 月に名古屋市環境基本条例に基づき、水質環境目標

値を設定した。その後、平成 22 年度までの水質の状況等を踏まえ、平成 25 年 9 月

に水質環境目標値を改正した。 

現行の水質環境目標値については、平成 32 年度（令和 2年度）を目途に達成状

況の評価等を行うとともに、水質環境の状況や国における環境基準の設定状況等を

考慮し、見直しを検討することとしている。 

令和 3年 11 月に名古屋市から名古屋市環境審議会に対して水質環境目標値の見

直しについて諮問したことを受け、水質環境目標値部会においては目標値の達成状

況や施策の実施状況、今後の施策効果等を踏まえ、見直しの検討を行った。 

２ 現行の水質環境目標値 

現行の水質環境目標値は、市内の公共用水域（河川、ため池、海域）を対象とし

て、市民の健康の保護に関しては「水の安全性に関する目標」を設定し、快適な生

活環境の確保に関しては「水質の汚濁に関する目標」を設定している。 

また、理化学的指標のみでは市民に分かりにくいことから、感覚的にわかりやす

い「親しみやすい指標による目標」を設定している。 

特徴としては、以下のようなことが挙げられる。 

○環境目標値は、名古屋市が環境行政を計画的かつ総合的に推進していくうえでの

政策上の到達目標又は指針である。 

○環境目標値は、環境基準に比べて、より地域の実情にあわせて設定することとし

ており「水質の汚濁に関する目標」については、可能な限り環境基準の上乗せ、

横出し措置となるように設定している。 

○「水質の汚濁に関する目標」や「親しみやすい指標による目標」については、親

水利用等、水域の状況を踏まえ、地域区分毎に目標値を設定している。 

(1) 水の安全性に関する目標 

市内全ての公共用水域において、水質汚濁に係る環境基準（昭和46年環境庁告示

第59号）に定める、人の健康の保護に関する環境基準（参考資料1参照）を達成す

ることを目標としている。 

(2) 水質の汚濁に関する目標 

地域区分を表 2－1 及び図 2－1 に示すとおり設定し、この区分ごとに表 2－2 に

示す目標値を設定している。 
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(3) 親しみやすい指標による目標 

地域区分を表 2－1 及び図 2－1 に示すとおり設定し、この区分ごとに表 2－3 に

示す目標値を設定している。 

(4) 達成年度 

ア 水の安全性に関する目標 

設定後直ちに達成し、維持するよう努めるものとする。 

イ 水質の汚濁に関する目標、親しみやすい指標による目標 

平成 32 年度（令和 2年度）を目途として、その達成維持を図るものとする。 

表 2－1 地域区分 

水域 区分 水質のイメージ 地 域 

河
川

☆
☆
☆

川に入っての 

遊びが楽しめる

荒子川上流部（ 境橋から上流の水域に限る。 ） 、 堀川上流部（ 猿投橋

から上流の水域に限る。 ） 、 堀川中流部（ 猿投橋から松重橋の水域に限

る。 ） 、 山崎川上流部（ 新瑞橋から上流の水域に限る。 ） 、 庄内川上流

部（ 松川橋から上流の水域に限る。 ） 、 植田川（ 全域） 、 扇川（ 全域）

及びこれらに流入する公共用水域（ ため池を除く。 ）

☆
☆

水際での遊び 

が楽しめる 

中川運河（全域）、堀川下流部（松重橋から下流の水域に限る。）、

天白川（全域）、庄内川下流部（松川橋から下流の水域に限る。）、香

流川（ 全域） 、 新川上流部（ 平田橋から上流の水域に限る。 ） 、 新川下

流部（ 平田橋から下流の水域に限る。 ） 、 福田川（ 全域） 及びこれらに

流入する公共用水域（ ため池を除く。 ）

☆
岸辺の散歩 

が楽しめる 

荒子川下流部（境橋から下流の水域に限る。）、新堀川（全域）、 山

崎川下流部（ 新瑞橋から下流の水域に限る。 ） 、 矢田川（ 全域） 、 戸田

川（ 全域） 、鞍流瀬川（ 全域） 及びこれらに流入する公共用水域（ ため

池を除く。 ）

た
め
池

☆
☆

水際での遊び 

が楽しめる 
河川☆☆☆区分及び☆☆区分に流入するため池 

☆
岸辺の散歩 

が楽しめる 
河川☆区分に流入するため池 

海
域

☆
☆

水際での遊び 

が楽しめる 

名古屋市地先の海域のうち庄内川左岸線を港区金城ふ頭二丁目及び金

城ふ頭三丁目の区域の西岸に沿って延長した線より西の海域 

☆
岸辺の散歩 

が楽しめる 
名古屋市地先の海域のうち☆☆区分の地域に属さない海域 
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図 2－1 地域区分
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扇川

海域☆

松川橋

新瑞橋

境橋

松重橋

鞍
流
瀬
川

名古屋港

天
白
川

平田橋

○は地域区分の境界点を示す。
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表 2－2 水質の汚濁に関する目標 

区分

      水質の
ｲﾒ－ｼﾞ

項目

河  川 ため池 海  域

測定方法

☆☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆

川に 

入っての

遊びが

楽しめる

水際での

遊びが

楽しめる

岸辺の

散歩が

楽しめる

水際での

遊びが

楽しめる

岸辺の

散歩が

楽しめる

水際での

遊びが

楽しめる

海辺の

散歩が

楽しめる

水素イオン 
濃度 

（ｐＨ） 

6.5 以上 8.5 以下 － － 7.8 以上 8.3 以下 

規格12.1に定める方法又
はガラス電極を用いる水
質自動監視測定装置によ
りこれと同程度の計測結
果の得られる方法 

生物化学的 

酸素要求量 
（ＢＯＤ） 

3 ㎎/L
以下 

5 ㎎/L
以下 

8 ㎎/L
以下 － － － － 規格21に定める方法 

化学的 

酸素要求量 
（ＣＯＤ） 

－ － －
6 ㎎/L
以下 

8 ㎎/L
以下 

3 ㎎/L
以下 

5 ㎎/L
以下 規格17に定める方法 

浮遊物質量 

（ＳＳ） 
10 ㎎/L
以下 

15 ㎎/L
以下 

20 ㎎/L
以下 

15 ㎎/L
以下 

20 ㎎/L
以下 

5 ㎎/L
以下 

10 ㎎/L
以下 付表 9 に掲げる方法 

溶存酸素量 
（ＤＯ） 

5 ㎎/L 
以上 

3 ㎎/L
以上 

－ － 5 ㎎/L 
以上 

規格32に定める方法又は
隔膜電極を用いる水質自
動監視測定装置によりこ
れと同程度の計測結果の
得られる方法 

ふん便性 
大腸菌群数 

1,000 
個/100mL
以下 

－ － － － － －
メンブランフィルター法
又は、疎水性格子付きメ
ンブランフィルター法 

全窒素 － － － 1 ㎎/L 
以下 

1 ㎎/L 
以下 

規格 45.2、45.3又は45.4
に定める方法（ただし、
海域については、規格
45.4に定める方法。） 

全 燐
りん

－ － － 0.1 ㎎/L 
以下 

0.09 ㎎/L 
以下 

規格46.3に定める方法 

全亜鉛 
0.03 ㎎/L 

以下 
0.03 ㎎/L 

以下 
0.01 ㎎/L

以下 
0.02 ㎎/L

以下 

規格53に定める方法（準
備操作は規格53に定める
方法によるほか、付表10
に掲げる方法によること
ができる。また、規格53
で使用する水については
付表10の1(1)による。） 

ノニル 
フェノール 

0.002 ㎎/L 
以下 

0.002 ㎎/L 
以下 

0.0007
㎎/L 
以下 

0.001 
㎎/L 
以下 

付表11に掲げる方法 

直鎖アルキル
ベンゼンスル

ホン酸及びそ
の塩(ＬＡＳ)

0.05 ㎎/L 
以下 

0.05 ㎎/L 
以下 

0.006 
㎎/L 
以下 

0.01 
㎎/L 
以下 

付表12に掲げる方法 

注 1  「 測定方法」 の欄において「 規格」 とは、 日本産業規格Ｋ0102をいい、 「 付表」 とは昭和46年12月28日付け環境庁
告示第59号付表に掲げるものをいう。 

2  ｐＨ、 ＤＯ、 ふん便性大腸菌群数及び河川・海域のＳＳは日間平均値とする。  
3  ＢＯＤ、 ＣＯＤの年間評価については、75％水質値によるものとする。 
4  全窒素、 全燐、 全亜鉛、 ノニルフェノール、 LＡＳ及びため池のＳＳについては、 年間平均値とする。 
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表2－3 親しみやすい指標による目標 

区分

水質の
     ｲﾒ－ｼﾞ

項目

河  川 ため池 海  域

☆☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆

川に入って

の遊びが

楽しめる

水際での

遊びが 

楽しめる

岸辺の 

散歩が 

楽しめる

水際での

遊びが 

楽しめる

岸辺の 

散歩が 

楽しめる

水際での

遊びが 

楽しめる

海辺の 

散歩が 

楽しめる

水のにごり 

（透視度） 

にごりが

ない 

（おおむね

70 ㎝以上）

にごりが

少ない 

（おおむね

50 ㎝以上）

にごりが

ある 

（おおむね

30 ㎝以上）

にごりが

少ない 

（おおむね

50 ㎝以上）

にごりが

ある 

（おおむね

30 ㎝以上）

にごりがない 

（おおむね70 ㎝以上）

水のにおい 

顔を近づけ

ても不快で

ないこと。

水際に寄っ

ても不快で

ないこと。

橋や護岸で

不快でない

こと。 

不快でないこと。 不快でないこと。 

水の色 異常な着色のないこと。 
水の華（アオコ）等の 

異常な着色のないこと。

赤潮・苦潮等の 

異常な着色のないこと。

水の流れ 流れのあること。 － － － －

ご み ごみが捨てられていないこと。 

生物指標 

（淡水域） 

アユ、 

モロコ類、 

ヒラタカゲロウ

類、 

カワゲラ類 

（淡水域） 

カマツカ、 

オイカワ、 

コカゲロウ類、

シマトビケラ

類、 

ハグロトンボ

（淡水域） 

フナ類、 

イトトンボ類、

ミズムシ（甲

殻類）、 

ヒル類 

（汽水域） 

フジツボ類、

ゴカイ類 

オイカワ、 

ウチワヤンマ、

チョウトンボ、

トビケラ類、

ガガブタ、 

クロモ、 

ヒルムシロ類、

コウホネ 

フナ類、 

イトトンボ類、

コシアキトン

ボ、 

ミズカマキリ

類、 

ヨシ、 

ガマ類、 

ヒシ類 

（海域） 

クロダイ、 

マハゼ、 

シロギス、 

カレイ類、 

ヤドカリ類、 

アサリ 

（干潟） 

チゴガニ、 

アナジャコ、 

ヤマトシジミ 

（海域） 

ボラ、 

スズキ、 

イソギンチャク

類、 

フジツボ類 

（干潟） 

ニホンドロソコ

エビ、 

ゴカイ類、 

ヤマトオサガニ

（汽水域） 

マハゼ、スズキ、ボラ、 

ヤマトシジミ
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３ 検討事項 

以下の事項について、検討を行った。 

(1) 水質環境目標値の達成状況の評価等 

現行の水質環境目標値は、平成 32 年度（令和 2年度）を目途に、達成維持を

図るものとしていることから、現行の水質環境目標値の達成状況の評価等を行っ

た。 

(2) 水質環境目標値の見直し 

ア 地域区分等の検討 

水質の変動があった地域や環境基準の類型の見直しが行われた地域等を対象

に、地域区分や目標値の見直しの検討を行った。 

イ 環境基準の改正を踏まえた検討 

近年、海域の環境基準に底層溶存酸素量が新たに項目として追加されたこと

や､河川・海域の環境基準の項目において大腸菌群数が削除され、新たに大腸

菌数が追加されたことから、これらの項目を水質環境目標値に追加するか等に

ついて、検討を行った。 
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４ 検討結果 

(1) 水質環境目標値の達成状況の評価等 

「水の安全性に関する目標」、「水質の汚濁に関する目標」については、公共用

水域の水質常時監視として、図 4－1 で示す 15 河川 25 地点、ため池 13 地点、海

域 7地点を対象に、水質調査を行っている。 

また、「親しみやすい指標による目標」については、令和 5年 3月現在、延べ

955 人の公募による市民モニターが、図 4－1 で示す 15 河川 25 地点、ため池 10

地点を対象に、水質調査を行っている。 

これらの地点について、水質環境目標値の達成状況の評価等を行った。 

図 4－1 調査地点図 
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ア 水の安全性に関する目標 

荒子川ポンプ所（荒子川）において、平成 10 年度から 1,2-ジクロロエタンの

目標値を達成していない。 

また、前回目標値の見直しを行った平成 25 年度以降、比較的高い濃度で推移

している。 

図 4-2 荒子川ポンプ所における 1,2-ジクロロエタンの濃度の推移 

非達成の要因としては、荒子川中流部の右岸、歩道下 2～4ｍに高濃度の汚染

物質が確認されており、1,2-ジクロロエタンで汚染された地下水が川底から浸

出していることが考えられる。 

イ 水質の汚濁に関する目標 

各項目の状況については、資料 1～16 のとおりである。 

(ｱ) 河 川 

河川における水質汚濁の代表的な指標であるＢＯＤについては、令和 2年

度は 25 調査地点中 20 調査地点で目標値を達成した。平成 25 年度以降、目

標値達成率（達成地点数／調査地点数）は 60～84％で推移している。 

表 4-1 河川におけるＢＯＤの水質環境目標値達成率の推移 

また、河川毎の達成状況については、鞍流瀬川、香流川、新川で改善傾向

を示している。 

鞍流瀬川では、平成 29 年度以降、ＢＯＤが目標値を達成しており、か

つ、ｐＨ、ＤＯ、ＳＳの適合率が 80％以上で推移している。主に流域の下

水道整備により改善したと考えられる。 

0

0.004

0.008

0.012

0.016

0.02

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

環境基準・環境目標値

（mg/L）
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香流川では、令和 2年度の 12 月～2月にかけてＢＯＤが高い値を示した

ものの、平成 24 年度から令和元年度までの期間では、ＢＯＤが目標値を達

成し、かつ、ｐＨ、ＤＯ、ＳＳの適合率が 80％以上で推移している。 

新川では、上流部において、平成 25 年度以降、ＢＯＤが目標値を達成し

ており、かつ、ｐＨ、ＤＯ、ＳＳの適合率が 80％以上で推移している。主

に流域の下水道整備により改善したと考えられる。 

庄内川と矢田川は、令和 2年 3月に愛知県が環境基準の類型の見直し（引

き上げ）を行った。 

庄内川では、流域における汚水処理人口普及率が向上しており、平成 25

年度以降、ＢＯＤが目標値を達成し、かつ、ｐＨ、ＤＯ、ＳＳの適合率が

80％以上で推移している。 

矢田川では、市外からの流入による影響がみられるものの、ＢＯＤの目標

値達成状況やｐＨ、ＤＯ、ＳＳの適合率は庄内川と同様に推移しており、特

に香流川合流以降はより水質の改善が見られる。 

平成 25 年の水質環境目標値改正時に、「中川運河再生計画（平成 24 年 10

月）」や「一級河川庄内川水系堀川圏域河川整備計画（平成 22 年 10 月）」

（参考資料 5参照）の計画期間に先立って目標値の地域区分を引き上げた中

川運河、堀川中流部、下流部については、現行目標値の継続的な達成が見ら

れない状況である。 

中川運河南側（東海橋、常時監視地点）においては、現行目標値の達成が

依然として厳しい状況である一方で、北支線・東支線においては、露橋水処

理センターの稼働後、ＢＯＤが改善傾向を示している。 

中川運河南側において水質改善が進まない要因としては、水の入れ替わり

が少なく滞留しやすいため、富栄養化により、植物プランクトンが増殖しや

すいこと等が考えられる。 

堀川では、一級河川庄内川水系堀川圏域河川整備計画において、策定から

概ね 30 年先（2040 年頃）を見据えた水質の目標を設定している。関係機関

や地域住民との連携によって、水質の改善を実施しているが、中流部、下流

部においては、現行目標値の継続的な達成が見られない状況である。 

堀川中流部、下流部において水質改善が進まない要因としては、降雨時に

未処理下水の流入があることや感潮域にあり海域における水質の影響を受け

やすい環境であること等が考えられる。 
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また、悪臭が喫緊の課題となっている新堀川においては、平成 25 年度以

降、ＢＯＤが目標値を達成し、かつ、ｐＨやＳＳの適合率は 80％以上であ

るが、ＤＯの適合率は 80％未満が継続している。 

新堀川において水質改善が進まない要因としては、降雨時に未処理下水の

流入があることや底層が貧酸素状態であること、水の滞留時間が長いこと、

感潮河川であり海域における水質の影響を受けやすい環境であること等が考

えられる。 

戸田川では、現行目標値の継続的な達成が見られない状況である。 

戸田川の水源は雨水と灌漑期（4月～9月）における農業用水の余剰水で

あり、周辺の地盤沈下により自然流下による排水が困難なため、河口部でポ

ンプ排水をしている。周辺の下水道整備はおおむね完了したものの、水の滞

留時間が長く、富栄養化により、植物プランクトンが増殖しやすいことが、

水質改善が進まない主な要因と考えられる。 

山崎川下流部では、現行目標値の継続的な達成が見られない状況である。 

山崎川下流部において水質改善が進まない要因としては、感潮域であるこ

とに加え、順流部の水量が十分ではなく、海域における水質の影響を受けや

すい環境であること等が考えられる。 

 (ｲ) ため池 

ため池における水質汚濁の代表的な指標であるＣＯＤについて、令和 2年

度は 13 調査地点中 3調査地点で目標値を達成した。平成 25 年度以降、目標

値達成率（達成地点数／調査地点数）は 14～23％で推移している。 

表 4－2 ため池におけるＣＯＤの水質環境目標値達成率の推移 

継続してＣＯＤの目標値を達成しているのは大久手池のみである。その他

の池において水質改善が進まない要因としては、流域における家庭や事業場

からの排水等により栄養塩（全窒素・全燐）が流入する等、富栄養化によ

り、植物プランクトンが増殖することが考えられる。 

一方で、栄養塩（全窒素・全燐）については、水主ヶ池と荒池を除き、概

ね目標値を達成している。 
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 (ｳ) 海 域 

海域における水質汚濁の代表的な指標であるＣＯＤについては、令和 2年

度は 7調査地点中 4調査地点で目標値を達成した。平成 25 年度以降、目標

値達成率（達成地点数／調査地点数）は 0～86％で推移している。 

表 4－3 海域におけるＣＯＤの水質環境目標値達成率の推移 

非達成の要因としては、流域における家庭や事業場からの排水等により名

古屋港に栄養塩（全窒素・全燐）が流入し、富栄養化により、植物プランク

トンが増殖することが考えられる。 

ウ 親しみやすい指標による目標 

目標値適合率は、「水のにごり（透視度）」「ごみ」の項目を除き、概ね 80％以

上で推移している。 

親しみやすい指標として水のにごりを透視度で評価しており、目標値適合率

が 80％未満で推移しているが、ＳＳ（水質の汚濁に関する目標）では、戸田川

を除き、概ね 80％以上で継続している。 

(2) 水質環境目標値の見直し 

ア 水の安全性に関する目標 

水の安全性に関する目標については、市民の健康の保護の観点から、引き続

き水質汚濁に係る環境基準に定める、人の健康の保護に関する環境基準を達成

することが適当である。 

イ 水質の汚濁に関する目標 

(ｱ) 大腸菌数（河川） 

令和 3年 10 月に、水質環境基準（生活環境項目）から大腸菌群数が削除さ

れ、新たに大腸菌数が追加された。 

環境目標値では、河川☆☆☆において、親水性を考慮したふん便汚染の指

標として、大腸菌群数よりもふん便汚染の指標性が高い「ふん便性大腸菌群

数」に着目し、水浴場水質判定基準(可・水質Ｃ)に準じて目標値を設定して

いる。 
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令和 3、4年度に市内の一部の地点で大腸菌数を測定したところ、測定月毎

に変動が見られている。 

市内における大腸菌数のデータの蓄積がないことから、環境目標値の項目

は、現行のまま「ふん便性大腸菌群数」とし、ふん便性大腸菌群数に加えて

大腸菌数の調査を行い、データの集積に努めることが適当である。 

(ｲ) 栄養塩（ため池） 

ＣＯＤの目標値達成を目指すためには、植物プランクトンの増殖に関わる

栄養塩（全窒素・全燐）を適切な値に抑える必要がある。 

市内の 48 池の測定データ（平成 25 年度から令和 2年度までの平均値）を

用いて、地域区分毎のＣＯＤの目標値に対応する全窒素・全燐の値を算出し

たところ、一定の相関が見られたことから地域区分毎に栄養塩の目標値を見

直すことが適当である。 

新たな目標値については、湖沼の環境基準を参考に設定することが適当で

ある。 

表 4－4 ため池における全窒素・全燐の目標値の見直し 

地域 
区分 

現行 見直し 

全窒素 全燐 全窒素 全燐 備考 

☆☆ 
1mg/L 
以下 

0.1mg/L 
以下 

0.6mg/L 
以下 

0.05mg/L
以下 

湖沼の環境基準（Ⅳ類型）
相当 

☆ 1mg/L 
以下 

0.1mg/L 
以下 

湖沼の環境基準（Ⅴ類型）
相当 

y = 47.51x + 4.58

R² = 0.69

R = 0.83

0.0

5.0

10.0
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30.0

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.35

C
O
D
（
m
g
/
L）

全燐（mg/L）

y = 4.41x + 3.49

R² = 0.47

R = 0.69

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

C
O
D
（
m
g
/
L
）

全窒素（mg/L）

全燐とCODの関係

CODが6mg/L(=☆☆の環境目標値)の時の全窒素：0.6mg/L
CODが8mg/L(= ☆ の環境目標値)の時の全窒素：1mg/L

全窒素とCODの関係

CODが6mg/L(=☆☆の環境目標値)の時の全燐：0.03mg/L
CODが8mg/L(= ☆ の環境目標値)の時の全燐：0.07mg/L

図 4－3 全窒素とＣＯＤの関係 図 4－4 全燐とＣＯＤの関係
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(ｳ) 底層溶存酸素量（海域） 

平成 28 年 3 月に、底層を利用する水生生物の個体群が維持できる場の保

全・再生を目的として、環境基準（生活環境項目）に底層溶存酸素量が追加

された。令和 4年 12 月には、伊勢湾について水域類型の指定がなされ、名古

屋港においては生物 2類型（3.0mg/L 以上）に指定されている。 

水生生物の保全・再生の観点から重要な指標であるが、中央環境審議会答

申において「高潮防波堤が設置されており、閉鎖性が高く海水交換が悪い」

「高潮防波堤は防災施設であり、手を加えて環境改善対策を施すことは困難」

と指摘されていることを鑑みると、水質環境目標値として市独自での指標の

設定は見送ることとし、国・県の動向を注視しつつ調査を継続することが適

当である。 

ウ 親しみやすい指標による目標 

水のにごり（透視度）の目標値適合率が低い一方で、ＳＳ（水質の汚濁に関

する目標）の目標値適合率が高いことから、透視度とＳＳとの関係について確

認した。 

透視度は、住民への水の透明さに対する感覚調査結果を基に国土交通省が設

定した「「人と河川の豊かなふれあいの確保」に関する評価レベル」に準じて設

定している。 

表 4－5 「人と河川の豊かなふれあいの確保」に関する評価レベル（透視度のみ抜粋） 

平成 25 年度から令和 2 年度までの水質調査結果を用いて、河川とため池に

おける透視度の逆数とＳＳとの回帰式をそれぞれ求めた結果、いずれも相関が

見られた。 

ランク 説明 透視度（cm）
A 顔を川の水につけやすい 100以上
B 川の中に入って遊びやすい 70以上
C 川の中には入れないが、川に近づくことができる 30以上
D 川の水に魅力がなく、川に近づきにくい 30未満
（「今後の河川水質管理の指標について（案）【改訂版】（平成21年3月、国土交通省）」参照）
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図 4－5 河川・ため池における透視度の逆数とＳＳとの回帰式 

ＳＳと比較して透視度の方が高めの目標設定となっているが、人の感覚を重

視して、透視度の目標値は現行維持とすることが適当である。 

また、生物指標については、その水域に生息・生育する生物から水質を判断

する指標として設定している従来の内容は現行のまま維持し、その水域に種類

を問わず生物が生息・生育しているか、という観点を新たに加え、項目名を「生

き物」と見直すことが適当である。 

エ 地域区分 

(ｱ) 河 川 

地域区分については、水質の状況や施策の実施状況、今後の施策効果等を

考慮し、表 4－6 のとおり 6地域について見直しを行うことが適当である。

表 4－6 地域区分の見直しを行う 6地域 

地 域 
地域区分 

現 行 見直し 

庄内川 下流部 ☆☆ ☆☆☆ 

矢田川 
上流部 

☆ 
☆☆ 

下流部 ☆☆☆ 

香流川 全 域 ☆☆ ☆☆☆ 

新 川 上流部 ☆☆ ☆☆☆ 

鞍流瀬川 全 域 ☆ ☆☆ 

注）矢田川の現行の地域区分は上流部、下流部の区別なく、全域で☆に設定 
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ａ 庄内川 

現在は松川橋で地域を分割しているが、環境基準との整合を図る観点か

ら、地域の分割位置を水分橋に変更することが適当である。 

また、平成 25 年度以降、ＢＯＤが目標値を達成しており、かつ、ｐＨ、

ＤＯ、ＳＳの適合率が 80％以上であるという現状の水質を維持し、更なる

水質の改善を目指すことが望まれることから、下流部の地域区分の引き上

げを行うことが適当である。 
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83.4

70
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85

90

95

100

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

庄内川流域を含む

名古屋市周辺自治体の

汚水処理人口普及率
（%）

瀬戸市、春日井市、小牧市、尾張旭市、清須市
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ｂ 矢田川 

現在は地域を分割していないが、環境基準との整合を図る観点から、大

森橋で地域を分割し、上流部、下流部それぞれに地域区分を設定すること

が適当である。 

また、平成 25 年度以降、大森橋ではＢＯＤが現行の目標値を達成してお

り、かつ、ｐＨ、ＤＯ、ＳＳの適合率が 80％以上である。そして、天神橋

では、さらに 1ランク上位の目標値でも達成が継続している。現状の水質

を維持し、更なる水質の改善を目指すことが望まれることから、地域区分

の引き上げを行うことが適当である。 
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矢田川流域を含む

名古屋市周辺自治体の

汚水処理人口普及率
（%）

瀬戸市、尾張旭市、日進市、長久手市
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ｃ 香流川 

令和 2年度の 12 月～2月にかけてＢＯＤが高い値を示し、目標値を超過

したものの、令和 3年度のＢＯＤ75%水質値は 4.0mg/L であり、令和元年度

までと同等の数値で推移している。 

平成 24 年度から令和元年度までの期間では、ＢＯＤが目標値を達成し、

かつ、ｐＨ、ＤＯ、ＳＳの適合率が 80％以上であった。 

現状の水質を維持し、更なる水質の改善を目指すことが望まれることか

ら、地域区分の引き上げを行うことが適当である。 
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香流川流域を含む

名古屋市周辺自治体の

汚水処理人口普及率
（%）

長久手市
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ｄ 新 川 

平成 25 年度以降、ＢＯＤが目標値を達成しており、かつ、ｐＨ、ＤＯ、

ＳＳの適合率が 80％以上であった。 

現状の水質を維持し、更なる水質の改善を目指すことが望まれることか

ら、地域区分の引き上げを行うことが適当である。 
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新川流域を含む

名古屋市周辺自治体の

汚水処理人口普及率
（%）

一宮市、春日井市、犬山市、江南市、小牧市、
稲沢市、岩倉市、清須市、北名古屋市、あま市、
豊山町、大口町、扶桑町



－ 19 － 

ｅ 鞍流瀬川 

流域の下水道整備が進んだことにより水質が改善され、平成 29 年度以

降はＢＯＤが目標値を達成しており、かつ、ｐＨ、ＤＯ、ＳＳの適合率が

80％以上であった。 

現状の水質を維持し、更なる水質の改善を目指すことが望まれることか

ら、地域区分の引き上げを行うことが適当である。 

 (ｲ) ため池 

名古屋市のため池は、都市に残された貴重な自然環境、水辺空間であるこ

とから、☆☆の水質のイメージ「水際での遊びが楽しめる」を「水際での遊

びや自然観察が楽しめる」とすることが適当である。 

また、平成 25 年目標値見直し後の達成状況を見ると、未達成の地点が多い

ことから、地域区分の引き上げは行わず、現行の目標値の達成を目指すもの

とすることが適当である。 

将来的には、ため池の集水域の土地利用状況等、地域特性も踏まえて地域

区分を見直すことも考えられる。集水域の土地利用とため池の水質の関係や

放流先の河川の水質への影響について、調査・検討を進める必要がある。 

(ｳ) 海 域 

平成 25 年目標値見直し後の達成状況を見ると、未達成の地点が多いこと

から、地域区分の引き上げは行わず、現行の目標値の達成を目指すものとす

ることが適当である。 
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大府市、豊明市
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５ 新たな水質環境目標値 

(1) 水の安全性に関する目標 

市内全ての公共用水域において、水質汚濁に係る環境基準（昭和 46 年環境庁告

示第 59 号）に定める、人の健康の保護に関する環境基準を達成することとする。 

(2) 水質の汚濁に関する目標 

表 5－1 及び図 5－1 に掲げる地域区分ごとに、表 5－2 のとおり設定する。 

(3) 親しみやすい指標による目標 

表 5－1 及び図 5－1 に掲げる地域区分ごとに、表 5－3 のとおり設定する。 

表 5－1 地域区分 

水域 区分 水質のイメージ 地域 

河
川

☆
☆
☆

川に入っての 

遊びが楽しめる

荒子川上流部（ 境橋から上流の水域に限る。 ） 、 堀川上流部（ 猿投橋

から上流の水域に限る。 ） 、 堀川中流部（ 猿投橋から松重橋の水域に限

る。 ） 、 山崎川上流部（ 新瑞橋から上流の水域に限る。 ） 、 植田川（ 全

域） 、 扇川（ 全域） 、 庄内川上流部（ 水分橋から上流の水域に限る。 ）

、庄内川下流部（水分橋から下流の水域に限る。）、矢田川下流部（大

森橋から下流の水域に限る。）、香流川（全域）、新川上流部（平田橋

から上流の水域に限る。）及びこれらに流入する公共用水域（ ため池を

除く。 ）

☆
☆

水際での遊び 

が楽しめる 

中川運河（全域）、 堀川下流部（松重橋から下流の水域に限る。）、

天白川（全域）、 鞍流瀬川（ 全域） 、 矢田川上流部（大森橋から上流の

水域に限る。）、 新川下流部（ 平田橋から下流の水域に限る。 ） 、 福田

川（ 全域） 及びこれらに流入する公共用水域（ ため池を除く。 ）

☆
岸辺の散歩 

が楽しめる 

荒子川下流部（境橋から下流の水域に限る。）、新堀川（全域）、 山

崎川下流部（ 新瑞橋から下流の水域に限る。 ） 、 戸田川（ 全域） 及びこ

れらに流入する公共用水域（ ため池を除く。 ）

た
め
池

☆
☆

水際での遊び 

や自然観察 

が楽しめる 

河川☆☆☆区分及び☆☆区分に流入するため池 

☆
岸辺の散歩 

が楽しめる 
河川☆区分に流入するため池 

海
域

☆
☆

水際での遊び 

が楽しめる 

名古屋市地先の海域のうち庄内川左岸線を港区金城ふ頭二丁目及び金

城ふ頭三丁目の区域の西岸に沿って延長した線より西の海域 

☆
岸辺の散歩 

が楽しめる 
名古屋市地先の海域のうち☆☆区分の地域に属さない海域 

※下線は、見直しを行う箇所 
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図 5－1 地域区分 
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表 5－2 水質の汚濁に関する目標 

区分

      水質の
ｲﾒ－ｼﾞ

項目

河  川 ため池 海  域

測定方法

☆☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆

川に 

入っての

遊びが

楽しめる

水際での

遊びが 

楽しめる

岸辺の

散歩が

楽しめる

水際での 

遊びや 

自然観察が

楽しめる

岸辺の 

散歩が 

楽しめる

水際での

遊びが

楽しめる

海辺の

散歩が

楽しめる

水素イオン 
濃度 

（ｐＨ） 

6.5 以上 8.5 以下 － － 7.8 以上 8.3 以下 

規格12.1に定める方法又
はガラス電極を用いる水
質自動監視測定装置によ
りこれと同程度の計測結
果の得られる方法 

生物化学的 

酸素要求量 
（ＢＯＤ） 

3 ㎎/L
以下 

5 ㎎/L 
以下 

8 ㎎/L
以下 － － － － 規格21に定める方法 

化学的 
酸素要求量 

（ＣＯＤ） 

－ － － 6 ㎎/L 
以下 

8 ㎎/L 
以下 

3 ㎎/L 
以下 

5 ㎎/L 
以下 

規格17に定める方法 

浮遊物質量 
（ＳＳ） 

10 ㎎/L
以下 

15 ㎎/L
以下 

20 ㎎/L
以下 

15 ㎎/L 
以下 

20 ㎎/L
以下 

5 ㎎/L 
以下 

10 ㎎/L
以下 付表 9 に掲げる方法 

溶存酸素量 
（ＤＯ） 

5 ㎎/L 
以上 

3 ㎎/L
以上 

－ － 5 ㎎/L 
以上 

規格32に定める方法又は
隔膜電極を用いる水質自
動監視測定装置によりこ
れと同程度の計測結果の
得られる方法 

ふん便性 

大腸菌群数 

1,000 個
/100mL 
以下 

－ － － － － －
メンブランフィルター法
又は、疎水性格子付きメ
ンブランフィルター法 

全窒素 － － － 0.6 ㎎/L 
以下 

1 ㎎/L 
以下 

1 ㎎/L 
以下 

規格 45.2、45.3又は45.4
に定める方法（ただし、
海域については、規格
45.4に定める方法。） 

全 燐
りん

－ － －
0.05 ㎎/L

以下 
0.1 ㎎/L
以下 

0.09 ㎎/L 
以下 規格46.3に定める方法 

全亜鉛 
0.03 ㎎/L 

以下 
0.03 ㎎/L 

以下 
0.01 ㎎/L

以下 
0.02 ㎎/L

以下 

規格53に定める方法（準
備操作は規格53に定める
方法によるほか、付表10
に掲げる方法によること
ができる。また、規格53
で使用する水については
付表10の1(1)による。）

ノニル 
フェノール 

0.002 ㎎/L 
以下 

0.002 ㎎/L 
以下 

0.0007 
㎎/L 
以下 

0.001 
㎎/L 
以下 

付表11に掲げる方法 

直鎖アルキル

ベンゼンスル
ホン酸及びそ
の塩(LＡＳ)

0.05 ㎎/L 
以下 

0.05 ㎎/L 
以下 

0.006 
㎎/L 
以下 

0.01 
㎎/L 
以下 

付表12に掲げる方法 

注 1  「 測定方法」 の欄において「 規格」 とは、 日本産業規格Ｋ0102をいい、 「 付表」 とは昭和46年12月28日付け環境庁告

示第59号付表に掲げるものをいう。 
2  ｐＨ、 ＤＯ、 ふん便性大腸菌群数及び河川・海域のＳＳは日間平均値とする。  
3  ＢＯＤ、 ＣＯＤの年間評価については、75％水質値によるものとする。 

4  全窒素、 全燐、 全亜鉛、 ノニルフェノール、 LＡＳ及びため池のＳＳについては、 年間平均値とする。 

※下線は、見直しを行う箇所 
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表 5－3 親しみやすい指標による目標 

※下線は、見直しを行う箇所 

区分

水質の
     ｲﾒ－ｼﾞ

項目

河  川 ため池 海  域

☆☆☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆☆ ☆

川に入って
の遊びが
楽しめる

水際での
遊びが 

楽しめる

岸辺の 
散歩が 

楽しめる

水際での
遊びや 

自然観察が
楽しめる

岸辺の 
散歩が 

楽しめる

水際での
遊びが 

楽しめる

海辺の 
散歩が 

楽しめる

水のにごり 
（透視度） 

にごりが

ない 
（おおむね

70 ㎝以上）

にごりが

少ない 
（おおむね

50 ㎝以上）

にごりが

ある 
（おおむね

30 ㎝以上）

にごりが

少ない 
（おおむね

50 ㎝以上）

にごりが

ある 
（おおむね

30 ㎝以上）

にごりがない 
（おおむね70 ㎝以上）

水のにおい 

顔を近づけ
ても不快で
ないこと。

水際に寄っ
ても不快で
ないこと。

橋や護岸で
不快でない
こと。 

不快でないこと。 不快でないこと。 

水の色 異常な着色のないこと。 
水の華（アオコ）等の 
異常な着色のないこと。

赤潮・苦潮等の 
異常な着色のないこと。

水の流れ 流れのあること。 － － － －

ご み ごみが捨てられていないこと。 

生き物 生き物が生息・生育していること。 

 指標生物 

（淡水域） 

アユ、 

モロコ類、 

ヒラタカゲロウ

類、 

カワゲラ類 

（淡水域） 

カマツカ、 

オイカワ、 

コカゲロウ類、

シマトビケラ

類、 

ハグロトンボ

（淡水域） 

フナ類、 

イトトンボ類、

ミズムシ（甲

殻類）、 

ヒル類 

（汽水域） 

フジツボ類、

ゴカイ類 

オイカワ、 

ウチワヤンマ、

チョウトンボ、

トビケラ類、

ガガブタ、 

クロモ、 

ヒルムシロ類、

コウホネ 

フナ類、 

イトトンボ類、

コシアキトン

ボ、 

ミズカマキリ

類、 

ヨシ、 

ガマ類、 

ヒシ類 

（海域） 

クロダイ、 

マハゼ、 

シロギス、 

カレイ類、 

ヤドカリ類、 

アサリ 

（干潟） 

チゴガニ、 

アナジャコ、 

ヤマトシジミ 

（海域） 

ボラ、 

スズキ、 

イソギンチャク

類、 

フジツボ類 

（干潟） 

ニホンドロソコ

エビ、 

ゴカイ類、 

ヤマトオサガニ

（汽水域） 

マハゼ、スズキ、ボラ、 

ヤマトシジミ
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６ 水質の調査に関する留意事項 

達成状況の調査に当たっては、次の事項に留意すること。 

(1) 測定及び評価の方法 

水の安全性に関する目標、水質の汚濁に関する目標については環境基準に準じ

て測定、評価することが望ましい。 

水質の値は水温や天候、潮汐等、様々な要因で変動する。多項目水質計を用い

て経時的に連続した調査を行う等、水質汚濁防止法等に基づく常時監視を補完す

る調査を実施し、どの程度の幅を持って変動しているか把握することが望ましい。 

(2) 中川運河における調査 

これまでの水質改善に向けた取り組みを踏まえ、水質の状況をより的確に把握

するため、中川運河再生計画のゾーン毎に測定地点を設定することが望ましい。 
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(3) 大腸菌数 

河川において、地域区分☆☆☆に設定している地点については、従来のふん便

性大腸菌群数に加えて大腸菌数の調査を行い、データの集積に努めることが望ま

しい。 

(4) 底層溶存酸素量 

環境基準点、目標とする達成率、達成期間に関して国、県の動向を注視しなが

ら海域における調査を継続し、データの集積に努めることが望ましい。 

(5) アンモニア性窒素 

生物の生息環境を保全するため、国の動向を注視しながら河川における調査を

継続し、データの集積に努めることが望ましい。 

(6) 生き物（指標生物）の活用 

健全な水環境を保全するためには、理化学的な指標を満足することに加えて生

き物が豊かに生息・生育することが必要である。 

親しみやすい指標による目標における「生き物（指標生物）」の更なる活用を進

めるため、市民モニターに対して、写真から生物を判定できるＡＩを紹介する、

生き物観察の参考となる資料を提供する等、生物種を判定する難しさをフォロー

することが望ましい。

７ 水質環境目標値の達成年度について 

水の安全性に関する目標については、市民の健康の保護の観点から、速やかに達

成することが望ましい。 

水質の汚濁に関する目標及び親しみやすい指標による目標については、名古屋市

の環境面における総合計画である第4次名古屋市環境基本計画の計画期間が令和12

年度（2030 年度）までとされていることから、これに準じて、令和 12 年度を目途

に達成維持することが望ましい。 
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８ 水質環境目標値の達成に向けて 

水辺を取り巻く環境には、水質だけでなく、水辺への親水性や生物多様性、周辺

の自然環境等、様々な要素が係わっている。 

水質改善のためには、水環境全般について関係部局が連携して議論し、着実に施

策を進めていくことが肝要である。 

また、市内の水質改善のためには、降った雨が地面にしみ込み、やがて湧き水と

なって出てくるといった水循環の機能を活用した河川やため池の水量の確保も重要

である。地下水のかん養量の増加をはじめ、森・川・海の流域全体を見据えた健全

な水循環の回復を目指す、「水の環復活 2050 なごや戦略」の着実な推進が必要であ

る。 

目標値の達成のためには、以下の観点から水質改善に努めることが大切である。 

(1) 河 川 

河川の水質改善のためには、事業場に対して水質汚濁防止法に基づく規制を行

うほか、家庭からの生活排水対策について普及啓発を継続することが望ましい。

これらに加えて、水処理センターにおける高度処理の導入、降雨時の河川への放

流水質の改善や、行政・事業者・市民といった多様な主体による雨水貯留浸透の

促進等、引き続き河川への流入水の水質改善を図ることが必要である。 

また、市内の河川の水質には、市外から流入する河川による影響もあることか

ら、汚水処理人口普及率の向上や事業場からの排水の水質改善等、河川の水質改

善に向けた取組みについて関係機関に働きかけていくことが必要である。 

その他、水質の改善には、地下水を環境用水として活用する等、河川流量の確

保を行っていくことが必要である。 

ア 荒子川 

荒子川ポンプ所における 1,2－ジクロロエタンの目標値超過は長年続いてお

り、平成 25 年度以降、比較的高い濃度で推移していることから、早急に対策方

法を検討して実行に進める必要がある。 

汚染源と想定される範囲では民間の土地利用もされており掘削除去は現実的

に困難であることから、これまでは、汚染物質が湧出する河川底質での微生物

による浄化等について調査研究が進められてきた。今後は、名古屋市の所有・

管理部分での原位置による対策を基本として、河川底質における汚染物質の浄

化、河川への流入防止、汚染源における汚染物質の回収・浄化を念頭に、有効

な対策方法を検討するための調査・実証試験を着実に進める必要がある。 
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イ 中川運河、堀川、新堀川 

「中川運河再生計画（平成 24 年 10 月）」、「一級河川庄内川水系堀川圏域河川

整備計画（平成 22 年 10 月）」、「新堀川の浄化方針（令和 3年 3月）」（参考資料

5 参照）に基づき、水質改善施策が検討、実施されているところであり、引き

続き、多様な主体の連携により継続して実施する必要がある。 

また、更なる水質改善を進めるためには、中長期的には三川での水循環の促

進や他水域からの導水についても検討する必要がある。 

ウ 戸田川 

戸田川では周辺の下水道整備はおおむね完了していることから、水域内対策

を基本として、水循環の促進、栄養塩の吸収、底質からの栄養塩溶出抑制を念

頭に調査・実証試験を進める必要がある。 

(2) ため池 

ため池は、都市の親水空間としての役割を担うとともに、生物の生息・生育場

所としても重要な場所であるが、多くのため池で水質環境目標値を達成していな

い。ため池の水質は、池ごとに汚濁のメカニズムが異なることから、池ごとの特

徴を踏まえて水質改善を図ることが必要である。 

汚濁の要因を把握するためには、ため池に流入する水、ため池から流出する水

の水質・水量をしっかりと把握することが必要である。 

また、底泥から溶出する栄養塩に関連する調査を行う必要がある。 

これらのデータを基に把握したため池ごとの特徴や集水域の土地利用の状況を

踏まえ、状況に応じて流入水への対策を検討するとともに、関係機関と連携しな

がら水質改善に向けた調査・実証試験を進める必要がある。 

(3) 海 域 

海域の水質改善のため、名古屋港に流入する河川の水質改善や水質総量規制に

より流入するＣＯＤ、窒素、燐の総量削減に努めているが、今後も水処理センタ

ーへの高度処理の導入や、関係機関に対して生活排水処理施設整備の推進を要望

する等、名古屋港への汚濁の流入や富栄養化の軽減に向けた取り組みを継続して

いく必要がある。 

また、名古屋港の水質改善には、伊勢湾全体の水質改善が不可欠であることか

ら、引き続き、伊勢湾再生推進会議等に参加して伊勢湾流域の連携を強め、流域

での水質改善を進めていくことが必要である。 
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９ 親しみやすい指標を活用した水質環境の普及啓発について 

市民の水質環境への意識をより高めていくためには、既存の水質環境目標値市民

モニタリングに加えて、市内の教育機関との連携を図り、より効果的な普及啓発、

環境学習の取り組みを行うことが必要である。 

また、指標生物の活用を図るため、平成 21 年に環境省が水環境の健全性を総合的

に把握し、改善活動の効果等を測る指標として公表した「水辺のすこやかさ指標」

の一つである「ゆたかな生物」の個別指標を参考として、生物の生息環境等に目を

向けた調査を行うとともに、関係機関で連携し、市民モニターの任期中に生き物観

察の機会等を設ける、市で調査した結果について市民にわかりやすい情報発信を行

う等の取り組みが必要である。 

表 9－1 「水辺のすこやかさ指標」の一つである「ゆたかな生物」の個別指標 

10 今後の進め方について 

水質環境目標値の達成状況については、毎年把握することが必要である。 

また、令和 12 年度を目途に、水質環境目標値の達成状況の評価等を行うととも

に、水質環境の状況及び国における環境基準の設定状況等を考慮し、水質環境目標

値の見直しを検討することが必要である。 

なお、水質環境をとりまく状況の変化等に応じて、水質環境目標値の中間的な見

直しを検討することが必要である。 

段階　　

 質問

 ●川原と水辺に植物が
 　はえていますか？

種類が多く,

たくさんはえている

ところどころ

はえている
はえていない

 ●鳥はいますか？
水辺の鳥がたくさん

いるか, すみ場が多い

鳥のすみ場が

あるが多くない

鳥がいないし

すみ場もない

 ●魚はいますか？
魚がたくさんいるか,

すみ場が多い

魚やすみ場があるが

多くない

魚がいないし

すみ場もない

 ●川底に生き物が
 　いますか？

川底に砂や石があっ

て, うっすらと藻がつ

いている。虫がいる

石の表面が

ぬるぬるしている

（藻が多い）

川底は黒っぽく,

藻や虫はいない

3 2 1 決めた理由（わけ）

（出典）水環境健全性指標（2009年版）第2版（環境省）

しゅるい

すな

も
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（資料１）ＢＯＤ 河川における 75％水質値の経年変化 
（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
☆☆☆ 3 × × × × ○ ○ × ○ ○ ×

3.3 4.1 3.7 4.4 1.5 3.0 4.3 1.9 1.8 11
☆ 8 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

9.5 7.4 5.8 4.7 5.4 8.9 5.9 7.2 8.1 7.9
☆☆ 5 × × × × × × × × × ×

7.0 10 8.2 9.7 7.6 6.8 17 10 7.5 7.8
☆☆☆ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.8 2.0 1.5 1.3 1.8 2.4 2.1 2.2 1.7 2.2
☆☆☆ 3 × × × × × × × × × ×

3.4 5.1 6.0 3.4 4.3 3.2 3.1 3.8 4.7 3.7
☆☆ 5 × × ○ × × ○ × ○ ○ ×

5.8 5.2 4.2 6.5 5.8 4.2 8.7 4.7 3.6 5.6
☆ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.8 5.6 4.6 6.0 4.8 3.9 5.4 4.2 3.7 4.4
☆☆☆ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.5 1.8 1.5 1.4 1.8 1.6 1.6 1.5 1.3 1.3
☆ 8 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.8 7.8 3.4 8.1 5.1 3.2 7.3 4.4 3.7 5.1
☆☆ 5 × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

5.8 7.1 2.9 3.2 4.3 5.5 3.5 5.2 4.0 1.7
☆☆ 5 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.6 4.6 2.8 3.7 3.9 2.9 2.6 4.0 2.8 2.5
☆☆☆ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

1.8 2.0 1.9 1.5 2.8 2.1 2.0 1.9 3.3 2.4
☆☆☆ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.7 1.8 1.1 1.8 1.5 1.2 2.0 2.4 1.5 1.1
☆ 8 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 9.1 8.9 8.7 5.6 5.0 3.9 4.8 4.7 3.3
☆☆☆ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.8 1.3 1.5 1.4 1.5 1.1 1.3 1.7 1.1 1.8
☆☆ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.4 3.1 3.1 2.9 3.5 3.8 4.6 2.8 2.3 3.0
☆☆ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.3 2.7 2.9 2.7 3.0 3.4 4.1 4.0 3.5 4.1
☆☆ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.0 2.2 2.5 1.5 2.6 1.5 2.3 1.7 3.6 1.3
☆ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6.5 7.1 5.7 7.5 5.1 7.6 7.4 4.9 3.9 5.2
☆ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.1 3.5 3.0 3.1 3.1 3.7 3.4 3.0 3.4 2.8
☆☆ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

3.0 2.7 2.9 2.3 3.0 3.2 3.1 6.1 4.0 3.4
☆☆ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.7 2.6 2.1 3.2 3.0 3.3 2.4 2.3 3.0 2.3
☆☆ 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.1 2.2 1.6 2.0 2.3 2.6 1.5 2.2 1.8 1.5
☆ 8 × × × ○ × × × × × ×

10 9.9 8.3 8.0 9.7 12 13 9.9 10 9.4
☆☆ 5 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

5.8 4.9 4.2 4.5 3.8 5.2 4.9 4.5 5.5 4.9

年度
水域名 区分 目標値

河

川

荒子川
75%水質値

小塩橋

港新橋

日の出橋

鼎(かなえ)橋

道徳橋

天白橋

植田橋

鳴海橋

梶田橋

大留橋

水分橋

枇杷島橋

庄内新川橋

大森橋

天神橋

調査地点

境橋

荒子川ポンプ所

東海橋

猿投橋

千鳥橋

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

福田川

中川運河

堀川

新堀川

山崎川

天白川

植田川

扇川

鞍流瀬川

庄内川

矢田川

香流川

新川

戸田川

香流橋

比良新橋

日の出橋

新東福橋

新西福橋

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値

75%水質値
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（資料２）ＢＯＤ及びＣＯＤ 河川における年平均値の経年変化 
（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
BOD 3.3 4.0 3.6 3.0 1.3 2.3 3.7 1.8 2.1 7.7
COD 6.4 6.0 6.3 6.1 6.0 6.5 7.0 6.1 5.9 6.6
BOD 6.7 6.3 4.8 4.4 4.9 6.7 5.9 5.5 6.0 6.1
COD 11 8.4 8.0 8.0 9.2 9.7 9.2 9.3 9.3 9.0
BOD 7.8 7.8 6.3 8.3 6.3 5.7 12 8.3 6.7 6.7
COD 7.5 7.1 6.9 7.3 7.4 6.6 14 8.4 7.6 7.3
BOD 2.0 2.0 1.6 1.0 1.5 2.0 1.5 1.7 1.5 1.7
COD 6.8 5.5 4.5 4.2 4.3 6.9 5.8 5.5 5.3 6.0
BOD 3.2 6.0 4.7 3.0 3.4 3.5 3.1 4.1 3.6 2.7
COD 8.0 7.5 7.5 6.7 7.5 7.2 8.1 7.6 7.4 7.0
BOD 5.0 8.1 3.5 5.8 5.6 3.2 6.3 4.5 4.6 3.5
COD 5.0 7.9 6.0 5.4 5.9 5.2 7.2 4.9 6.0 4.7
BOD 3.2 5.8 5.6 5.5 4.5 4.3 4.2 4.0 4.9 4.1
COD 7.1 8.7 9.1 7.7 7.6 9.4 10 6.7 9.4 7.2
BOD 4.0 1.6 1.7 1.1 1.5 1.4 1.5 1.5 1.1 1.2
COD 4.2 2.6 3.1 2.7 3.0 2.8 3.3 3.0 2.5 2.7
BOD 4.9 5.9 2.9 5.3 4.5 3.5 5.2 4.8 3.6 4.1
COD 6.1 7.1 6.4 6.0 6.5 6.4 8.0 5.8 6.4 5.0
BOD 4.9 5.8 2.7 3.2 3.6 4.1 2.9 3.8 3.7 1.7
COD 6.6 6.0 6.0 6.1 6.1 5.9 6.2 5.8 6.1 5.3
BOD 3.6 3.5 2.2 3.6 3.3 2.4 2.8 3.3 2.6 2.5
COD 6.3 6.2 6.0 5.6 5.8 5.5 6.1 5.3 5.8 5.0
BOD 1.5 1.7 1.7 1.9 3.4 2.5 2.8 3.3 2.6 2.5
COD 4.9 4.6 5.0 5.2 5.8 5.5 5.4 5.2 6.0 5.3
BOD 1.4 1.5 1.4 1.9 1.5 1.1 1.5 2.3 1.3 1.0
COD 3.2 3.3 3.7 3.5 3.9 3.1 3.7 3.7 3.4 3.0
BOD 9.9 7.2 7.7 8.7 6.4 4.3 3.0 5.2 3.6 3.1
COD 11 9.1 11 11 10 7.5 6.8 8.8 6.8 7.0
BOD 1.5 1.1 1.3 1.2 1.3 1.1 1.1 1.6 0.9 1.5
COD 3.2 2.9 3.3 3.5 3.6 3.4 3.9 3.8 3.0 3.6
BOD 3.1 3.0 2.4 2.3 2.7 2.6 4.0 2.3 2.2 2.4
COD 10 8.3 6.1 6.2 6.0 9.2 13 8.0 6.0 8.0
BOD 2.8 2.2 2.5 2.8 2.6 2.7 3.2 3.3 2.9 3.1
COD 7.5 6.6 6.6 6.5 6.2 7.8 8.0 6.4 6.0 7.2
BOD 1.9 1.8 2.1 1.4 2.1 1.4 1.8 1.6 2.5 1.5
COD 6.7 6.6 6.2 6.1 5.1 5.9 7.9 － － －
BOD 6.3 6.2 4.9 5.5 5.0 5.9 5.3 4.2 4.9 3.5
COD 10 8.5 8.4 8.7 8.3 9.5 9.4 7.5 8.5 7.6
BOD 6.8 2.7 5.2 3.0 3.0 3.7 3.4 3.2 2.8 3.0
COD 6.4 5.6 5.7 6.0 5.5 7.1 6.5 6.3 5.8 6.5
BOD 2.6 2.8 2.4 2.1 2.6 2.5 3.3 5.7 3.3 3.1
COD 5.8 5.1 5.3 5.3 5.8 5.4 6.4 6.5 6.6 6.3
BOD 3.1 2.3 1.8 2.7 3.0 2.6 2.1 2.1 2.2 2.0
COD 5.0 4.1 4.1 4.3 4.9 4.8 4.1 4.5 3.6 3.7
BOD 1.9 2.2 1.6 1.7 2.3 2.4 1.8 1.8 1.9 1.3
COD 4.4 4.6 4.8 4.4 4.8 5.2 4.8 4.0 4.3 4.2
BOD 9.0 9.0 7.4 7.0 7.9 8.9 9.8 8.4 10 7.5
COD 15 12 12 11 12 14 15 12 14 13
BOD 4.4 4.8 3.6 3.7 3.4 3.9 3.7 3.8 4.1 4.0
COD 7.6 6.9 6.5 6.8 6.8 7.2 6.8 6.7 7.6 6.3

荒子川
境橋

荒子川ポンプ所

堀川

港新橋

小塩橋

猿投橋

中川運河 東海橋

山崎川
道徳橋

鼎(かなえ)橋

新堀川 日の出橋

鳴海橋扇川

植田川 植田橋

天白川
千鳥橋

天白橋

水分橋

大留橋

庄内川

鞍流瀬川 梶田橋

項目

河

川

福田川 新西福橋

戸田川 新東福橋

日の出橋

比良新橋

香流橋

天神橋

香流川

新川

大森橋
矢田川

庄内新川橋

枇杷島橋

年度
水域名 調査地点
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（資料３）ＣＯＤ ため池及び海域における 75％水質値の経年変化 
（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
☆☆ 6 × × × × × × × × × ×

11 10 10 10 11 10 10 10 12 14
☆☆ 6 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

6.7 4.9 4.6 6.0 5.5 7.0 5.7 5.4 5.3
☆☆ 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.7 4.0 3.0 3.7 3.8 4.7 3.6 3.9 3.0
☆☆ 6 × × × × × × × × ×

7.3 7.1 9.0 7.2 9.0 7.7 6.3 7.3 7.0
☆☆ 6 ○ ○ × × ○ × × × ×

5.5 5.7 6.7 6.3 5.9 6.8 6.1 6.5 9.5
☆☆ 6 × × × × × × × × ×

13 9.6 10 11 14 12 12 11 11
☆☆ 6 × × × × × × × × ×

8.0 7.9 7.9 8.4 8.7 11 8.1 9.7 7.4
☆☆ 6 × × ○ × × ○ ○ ○ ○

6.6 7.6 5.5 7.6 6.5 5.7 5.0 5.2 4.8
☆☆ 6 × × × × × × × × ×

8.8 8.7 6.5 9.4 9.6 14 7.5 7.2 7.6
☆☆ 6 × × × × × × × × ×

9.0 8.3 8.9 9.7 9.2 10 8.7 11 9.7
☆☆ 6 × × × × × × × × ×

6.9 8.5 8.1 8.9 7.3 8.0 7.1 11 10
☆☆ 6 × × × × × × × × ×

9.1 13 14 9.9 15 11 16 12 19
☆☆ 6 × × × × × × × × ×

11 15 15 18 9.5 13 13 9.4 8.6
☆ 5 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

4.6 8.3 4.8 4.3 4.8 3.1 8.2 4.8 5.0 5.0
☆ 5 ○ × × × ○ ○ × ○ × ×

4.3 9.5 6.6 6.0 4.1 2.8 7.4 4.7 6.2 5.4
☆ 5 ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○

3.5 6.0 5.1 5.3 4.0 3.7 6.8 5.0 4.8 4.6
☆ 5 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

3.0 6.0 4.3 3.6 4.0 3.4 5.9 4.1 3.8 3.9
☆☆ 3 × × × × × ○ × × × ×

4.2 5.8 4.3 3.8 3.5 3.0 4.3 4.0 4.4 3.6
☆☆ 3 × × × ○ × ○ × × × ×

3.5 4.3 4.0 3.0 3.3 3.0 4.3 3.2 4.3 3.1
☆☆ 3 × × × × × × × × × ×

3.1 4.5 3.8 3.6 4.3 3.6 4.6 3.7 4.4 3.5
Ｎ－10

〈庄内川河口〉 75%水質値

海

域
名古屋港

Ｍ－1
〈ガーデンふ頭〉 75%水質値

潮見ふ頭北 75%水質値
Ｎ－1

〈潮見ふ頭西〉 75%水質値
Ｎ－11

〈潮見ふ頭南〉 75%水質値
Ｎ－14
〈藤前干潟〉 75%水質値

金城ふ頭西 75%水質値

水主ヶ池 －75%水質値

荒池 －75%水質値

琵琶ヶ池 －75%水質値

蝮池 －75%水質値

戸笠池 －75%水質値

新海池 －75%水質値

安田池 －75%水質値

塚ノ杁池 －75%水質値

大村池 －75%水質値

緑ヶ池 －75%水質値

年度

牧野池

た
め
池

75%水質値

猫ヶ洞池 －75%水質値

大久手池 －75%水質値

水域名 調査地点 区分 目標値
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（資料４）ＢＯＤ 中川運河における 75％水質値の経年変化 

（資料５）ＣＯＤ 海域における 75％水質値の経年変化 

（資料６）河川におけるＢＯＤ・ため池及び海域におけるＣＯＤ 

水質環境目標値達成率の経年変化 

（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
☆☆ 5 × × × × ○ × × ○ × ○

11 6.8 6.5 9.3 4.3 6.8 6.8 4.4 5.6 3.8
☆☆ 5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 5.2 6.8 7.7 2.2 4.2 3.1 4.1 2.9 2.6
☆☆ 5 ○ × ○ × × × × × × ○

4.1 5.7 4.2 5.1 15 6.6 5.8 5.1 5.4 4.2
☆☆ 5 × × × × × × × × × ×

7.0 10 8.2 9.7 7.6 6.8 17 10 7.5 7.8
☆☆ 5 × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

7.0 3.4 4.8 11 10 4.6 3.3 2.3 4.1 4.0

水域名 調査地点 調査主体 区分 目標値

中川運河

松重ポンプ所 緑政土木局
75%水質値

猿子橋 緑政土木局
75%水質値

野立橋 緑政土木局
75%水質値

東海橋 環境局
75%水質値

中川橋 緑政土木局
75%水質値

年度

0

2

4

6

8

10

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

CO
D濃
度
（
m
g/
L）

金城ふ頭西側

Ｎ－14〈藤前干潟〉
金城ふ頭西
Ｎ－10〈庄内川河口〉

目標値
（3mg/L）

0

2

4

6

8

10

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

CO
D
濃
度
（
m
g/
L）

金城ふ頭東側

Ｍ－1〈ガーデンふ頭〉
潮見ふ頭北
Ｎ－1〈潮見ふ頭西〉
Ｎ－11〈潮見ふ頭南〉

目標値
（5mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
達成率 60% 72% 80% 76% 84% 76% 80% 80% 76% 80%
地点数 15/25 18/25 20/25 19/25 21/25 19/25 20/25 20/25 19/25 20/25
達成率 14％ 14％ 23％ 23％ 15％ 23％ 15％ 23％ 23％ 23％
地点数 1/7 1/7 3/13 3/13 2/13 3/13 2/13 3/13 3/13 3/13
達成率 57％ 0％ 29％ 43％ 57％ 86％ 0％ 57％ 43％ 43％
地点数 4/7 0/7 2/7 3/7 4/7 6/7 0/7 4/7 3/7 3/7

※ 地点数は、達成地点数/調査地点数を示す

河川

海 域

年度

ため池
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（資料７）ｐＨ 河川及び海域における年平均値の経年変化 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
境橋 7.5 7.3 7.4 7.3 7.4 7.2 7.2 7.2 7.3 7.1

荒子川ポンプ所 8.8 8.4 8.1 8.5 8.6 8.6 8.9 8.7 8.9 8.6
中川運河 東海橋 8.5 8.4 8.1 8.2 8.1 8.2 8.4 8.5 8.2 8.1

猿投橋 7.4 7.4 7.4 7.3 7.3 7.2 7.2 7.3 7.3 7.1
小塩橋 7.0 7.2 7.2 6.9 6.9 6.9 6.9 7.0 7.0 6.9
港新橋 7.7 7.5 7.3 7.5 7.6 7.2 7.5 7.5 7.4 7.5

新堀川 日の出橋 7.1 7.1 7.0 7.0 7.0 6.8 6.8 7.0 6.9 7.1
鼎(かなえ)橋 7.1 7.1 7.1 6.9 6.9 6.8 6.8 6.8 7.0 6.8
道徳橋 7.6 7.6 7.2 7.4 7.4 7.1 7.4 7.5 7.2 7.6
天白橋 7.6 7.6 7.6 7.5 7.4 7.5 7.3 7.4 7.4 7.4
千鳥橋 7.7 7.5 7.3 7.6 7.4 7.3 7.5 7.4 7.3 7.5

植田川 植田橋 7.7 7.4 7.4 7.5 7.4 7.3 7.2 7.3 7.3 7.1
扇川 鳴海橋 7.5 7.5 7.3 7.5 7.4 7.4 7.3 7.4 7.3 7.2

鞍流瀬川 梶田橋 7.6 7.5 7.5 7.6 7.6 7.6 7.5 7.6 7.6 7.4
大留橋 7.6 7.5 7.3 7.3 7.3 7.5 7.6 7.2 7.7 7.6
水分橋 7.2 7.0 7.1 7.1 7.1 7.1 7.0 7.3 7.3 7.4
枇杷島橋 7.5 7.2 7.2 7.2 7.3 7.2 7.2 7.3 7.4 7.6
庄内新川橋 7.2 7.2 7.1 7.1 7.3 7.3 7.2 7.5 7.2 7.5
大森橋 7.6 7.6 7.5 7.5 7.5 7.4 7.5 7.5 7.6 7.4
天神橋 7.8 7.6 7.4 7.4 7.4 7.6 7.8 7.6 7.8 7.9

香流川 香流橋 7.7 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.4 7.6 7.5 7.4
比良新橋 7.2 7.0 7.0 7.3 6.9 7.1 7.4 7.2 7.0 7.3
日の出橋 7.4 7.3 7.3 7.5 7.5 7.2 7.3 7.5 7.4 7.2

戸田川 新東福橋 9.0 8.7 8.5 8.3 8.5 8.8 9.1 9.0 9.0 8.9
福田川 新西福橋 7.5 7.4 7.4 7.2 7.2 7.2 7.2 7.3 7.5 7.3

Ｍ－1〈ガーデンふ頭〉 8.2 8.1 7.9 8.2 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
潮見ふ頭北 8.2 8.2 7.9 8.2 8.2 8.0 8.3 8.2 8.1 8.1

Ｎ－1〈潮見ふ頭西〉 8.1 8.0 7.9 8.2 8.1 8.0 8.2 8.1 8.1 8.1
Ｎ－11〈潮見ふ頭南〉 8.1 8.1 7.9 8.0 8.0 8.0 8.1 8.1 8.0 8.0
Ｎ－14〈藤前干潟〉 7.8 7.8 7.6 7.8 7.8 7.7 7.7 7.7 7.7 7.7
金城ふ頭西 8.0 7.8 7.7 7.9 7.9 7.8 7.8 7.9 7.8 7.9

Ｎ－10〈庄内川河口〉 7.9 7.8 7.8 7.9 7.9 7.8 7.9 7.9 7.9 7.8

年度

河

川

荒子川

堀川

山崎川

天白川

新川

水域名 調査地点

庄内川

矢田川

海

域
名古屋港
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（資料８）ｐＨ 河川及び海域における水質環境目標値適合率の経年変化 
（単位：％）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
境橋 ☆☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

荒子川ポンプ所 ☆ 33 50 50 58 50 42 33 33 25 50
中川運河 東海橋 ☆☆ 50 58 92 67 75 67 42 58 67 75

猿投橋 ☆☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
小塩橋 ☆☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
港新橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 92 100

新堀川 日の出橋 ☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
鼎(かなえ)橋 ☆☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 92 100 100
道徳橋 ☆ 92 100 100 100 100 100 100 92 100 100
天白橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 92 100 100 100 100
千鳥橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

植田川 植田橋 ☆☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
扇川 鳴海橋 ☆☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

鞍流瀬川 梶田橋 ☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
大留橋 ☆☆☆ 92 100 100 100 100 100 92 100 92 100
水分橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
枇杷島橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
庄内新川橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
大森橋 ☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
天神橋 ☆ 83 92 100 100 100 92 92 100 92 83

香流川 香流橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
比良新橋 ☆☆ 100 92 100 100 100 100 100 100 100 100
日の出橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

戸田川 新東福橋 ☆ 8.3 33 67 67 50 33 17 17 25 33
福田川 新西福橋 ☆☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

Ｍ－1
〈ガーデンふ頭〉 ☆ 67 67 67 75 75 75 75 67 75 67

潮見ふ頭北 ☆ 67 33 50 67 67 83 50 67 83 67

Ｎ－1
〈潮見ふ頭西〉 ☆ 83 75 75 83 75 83 58 67 75 58

Ｎ－11
〈潮見ふ頭南〉 ☆ 92 67 67 100 100 83 75 92 92 67

Ｎ－14
〈藤前干潟〉 ☆☆ 67 33 33 67 42 50 58 58 50 42

金城ふ頭西 ☆☆ 100 67 50 83 100 67 83 83 67 67

Ｎ－10
〈庄内川河口〉 ☆☆ 67 50 58 67 83 58 67 67 75 58

※ 網掛け、太字は、適合率が80%未満であるもの

6.5
以上
8.5
以下

7.8
以上
8.3
以下

水域名 調査地点

矢田川

山崎川

天白川

庄内川

年度

※ 適合率＝ 水質環境目標値に適合した日数 ×100
総測定日数

区分 目標値

新川

海

域
名古屋港

河

川

荒子川

堀川
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（資料９）ＤＯ 河川及び海域における年平均値の経年変化 
（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
境橋 7.5 6.7 6.9 6.9 8.4 7.0 6.4 6.9 7.2 5.3

荒子川ポンプ所 16 14 12 12 12 13 13 14 14 15
中川運河 東海橋 11 11 9.7 9.2 11 11 12 14 11 13

猿投橋 9.6 9.1 8.8 8.9 9.3 8.4 8.5 9.2 9.1 9.1
小塩橋 4.8 4.6 4.8 4.1 5.3 4.8 5.0 4.1 5.3 4.3
港新橋 7.7 7.7 5.8 5.6 6.7 4.8 6.9 6.0 6.9 7.1

新堀川 日の出橋 3.3 3.5 3.1 2.1 3.4 3.3 3.4 2.4 3.4 2.8
鼎(かなえ)橋 9.6 9.1 8.9 8.9 9.5 8.3 8.2 9.1 9.0 9.7
道徳橋 6.9 6.9 5.2 5.4 5.6 4.0 6.4 5.9 6.1 7.0
天白橋 8.6 8.2 7.4 7.8 8.3 7.9 7.2 8.0 6.8 9.1
千鳥橋 8.8 7.4 5.9 7.1 7.0 5.9 7.0 6.5 6.3 8.3

植田川 植田橋 11 9.5 9.3 9.5 9.4 8.3 7.9 9.3 8.6 9.1
扇川 鳴海橋 9.6 8.7 8.2 8.0 7.8 7.8 7.5 7.8 6.9 7.9
鞍流瀬川 梶田橋 6.2 6.4 6.7 7.4 7.9 7.6 7.3 8.0 8.5 7.5

大留橋 11 10 11 10 11 10 10 10 11 11
水分橋 9.4 8.5 9.5 9.1 9.8 9.0 8.0 9.9 9.7 10
枇杷島橋 9.8 9.2 9.5 8.9 10 9.0 8.9 9.9 9.3 9.8
庄内新川橋 7.6 7.4 7.5 6.8 9.1 7.7 6.7 7.7 6.3 8.1
大森橋 9.8 9.5 9.2 9.5 9.9 8.7 8.7 9.5 9.5 9.1
天神橋 10 9.5 9.8 9.5 11 9.5 10 11 10 12

香流川 香流橋 10 9.5 9.2 10 9.9 9.0 9.0 9.3 9.7 9.8
比良新橋 8.2 8.3 8.8 8.2 7.8 8.4 7.5 8.6 8.7 8.2
日の出橋 7.3 6.1 5.9 7.7 7.4 6.1 6.2 6.0 6.8 6.5

戸田川 新東福橋 14 14 13 12 13 12 14 13 13 14
福田川 新西福橋 7.0 6.1 5.3 6.5 7.1 5.9 6.0 6.2 6.8 5.9

Ｍ－1〈ガーデンふ頭〉 9.9 8.8 8.0 9.1 8.3 7.7 8.1 8.0 8.1 9.3
潮見ふ頭北 11 11 8.7 10 10 7.7 10 9.0 8.8 10

Ｎ－1〈潮見ふ頭西〉 9.9 8.7 8.0 9.2 8.4 7.3 8.7 8.4 8.3 9.7
Ｎ－11〈潮見ふ頭南〉 8.6 9.0 7.8 8.2 7.8 7.6 8.0 8.1 7.5 8.9
Ｎ－14〈藤前干潟〉 7.0 7.4 5.7 7.3 7.1 6.1 6.8 6.8 6.6 7.4
金城ふ頭西 8.1 7.2 6.3 6.4 6.6 6.1 6.4 7.2 6.5 7.8

Ｎ－10〈庄内川河口〉 7.1 7.4 6.8 6.3 7.3 6.5 7.3 6.5 7.3 7.7

新川

海

域
名古屋港

河

川

荒子川

堀川

山崎川

天白川

庄内川

矢田川

水域名 調査地点 年度
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（資料 10）ＤＯ 河川及び海域における水質環境目標値適合率の経年変化 
（単位：％）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

境橋 ☆☆☆ 5mg/L
以上 100 92 100 92 100 92 92 100 100 58

荒子川ポンプ所 ☆ 3mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

中川運河 東海橋 ☆☆ 5mg/L
以上 100 92 100 100 92 100 100 100 100 100

猿投橋 ☆☆☆ 5mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

小塩橋 ☆☆☆ 5mg/L
以上 42 50 50 42 75 50 58 33 75 25

港新橋 ☆☆ 5mg/L
以上 92 67 58 58 83 58 75 58 92 75

新堀川 日の出橋 ☆ 3mg/L
以上 58 67 58 17 67 50 50 42 67 50

鼎(かなえ)橋 ☆☆☆ 5mg/L
以上 92 100 100 100 100 100 100 100 100 100

道徳橋 ☆ 3mg/L
以上 83 100 92 83 83 75 92 92 100 75

天白橋 ☆☆ 5mg/L
以上 100 100 92 92 100 100 100 100 100 100

千鳥橋 ☆☆ 5mg/L
以上 92 92 58 92 92 67 75 92 83 92

植田川 植田橋 ☆☆☆ 5mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

扇川 鳴海橋 ☆☆☆ 5mg/L
以上 100 83 100 92 83 100 92 100 92 92

鞍流瀬川 梶田橋 ☆ 3mg/L
以上 92 100 100 100 100 100 100 100 100 100

大留橋 ☆☆☆ 5mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

水分橋 ☆☆ 5mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

枇杷島橋 ☆☆ 5mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

庄内新川橋 ☆☆ 5mg/L
以上 83 92 92 83 100 100 83 100 75 100

大森橋 ☆ 3mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

天神橋 ☆ 3mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

香流川 香流橋 ☆☆ 5mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

比良新橋 ☆☆ 5mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 92 100 100 100

日の出橋 ☆☆ 5mg/L
以上 92 67 75 100 92 75 75 75 100 92

戸田川 新東福橋 ☆ 3mg/L
以上 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

福田川 新西福橋 ☆☆ 5mg/L
以上 100 83 67 83 100 75 83 75 83 75

荒子川

区分 目標値

矢田川

新川

堀川

山崎川

天白川

庄内川

年度水域名 調査地点

河

川
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（資料 11）底層溶存酸素量 年間最低値の経年変化 

（単位：％）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
Ｍ－1

〈ガーデンふ頭〉 ☆ 100 100 100 92 83 92 100 92 92 100

潮見ふ頭北 ☆ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

Ｎ－1
〈潮見ふ頭西〉 ☆ 83 100 100 92 92 92 100 92 100 100

Ｎ－11
〈潮見ふ頭南〉 ☆ 100 100 92 100 100 83 100 100 100 100

Ｎ－14
〈藤前干潟〉 ☆☆ 83 92 58 100 92 83 83 83 83 83

金城ふ頭西 ☆☆ 100 100 100 67 67 50 83 100 83 100

Ｎ－10
〈庄内川河口〉 ☆☆ 75 92 100 67 92 92 100 83 100 92

※ 網掛け、太字は、適合率が80%未満であるもの

※ 適合率＝ 水質環境目標値に適合した日数 ×100総測定日数

目標値

海

域
名古屋港 5mg/L

以上

水域名 調査地点 区分 年度

（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
<0.5 <0.5 0.9 <0.5 1.0 2.3 <0.5 <0.5 1.2 1.1
3.7 6.2 5.8 3.7 5.8 3.0 5.3 3.7 5.7 4.2
1.1 <0.5 1.1 <0.5 1.8 2.3 2.3 1.6 1.8 1.7
3.1 4.9 3.8 3.2 3.0 3.8 3.7 3.0 3.2 3.2
3.5 4.3 4.5 2.7 3.3 3.0 4.0 4.1 3.4 2.2
2.0 1.3 3.2 1.2 3.3 3.3 3.2 1.2 3.3 2.3

年度水域名 位置 調査地点

名古屋港

金城ふ頭
東側

Ｍ－1〈ガーデンふ頭〉
潮見ふ頭北

Ｎ－1〈潮見ふ頭西〉
Ｎ－11〈潮見ふ頭南〉

金城ふ頭西金城ふ頭
西側 Ｎ－10〈庄内川河口〉



－ 38 － 

（資料 12）ＳＳ 河川及び海域における年平均値の経年変化 
（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
境橋 5 4 3 3 3 3 3 3 2 2

荒子川ポンプ所 15 10 9 9 12 11 11 14 14 12
中川運河 東海橋 17 5 3 9 8 8 22 13 8 7

猿投橋 7 13 7 4 5 9 8 8 6 7
小塩橋 6 7 5 6 8 6 5 6 6 8
港新橋 9 5 2 7 6 3 5 5 5 4

新堀川 日の出橋 4 3 2 3 3 3 2 3 3 3
鼎(かなえ)橋 4 2 2 2 3 3 3 3 2 3
道徳橋 10 4 3 5 4 3 5 5 3 6
天白橋 6 9 4 4 4 5 3 4 4 6
千鳥橋 9 5 3 7 5 4 4 7 4 6

植田川 植田橋 3 3 3 3 3 5 3 4 3 3
扇川 鳴海橋 4 5 3 4 3 4 7 6 4 3
鞍流瀬川 梶田橋 14 11 15 12 11 8 6 11 5 6

大留橋 4 3 3 3 4 3 3 6 4 3
水分橋 7 5 3 4 6 5 6 7 6 5
枇杷島橋 7 6 4 5 6 5 5 7 6 5
庄内新川橋 9 9 5 7 10 7 7 6 5 5
大森橋 7 7 8 5 6 9 8 6 11 8
天神橋 5 4 3 4 4 6 5 5 4 4

香流川 香流橋 4 4 5 5 4 4 4 4 3 3
比良新橋 6 4 4 5 5 6 6 6 4 5
日の出橋 11 10 10 13 11 14 10 13 10 8

戸田川 新東福橋 31 27 18 27 25 28 28 28 24 26
福田川 新西福橋 7 6 6 5 7 11 7 6 8 7

Ｍ－1〈ガーデンふ頭〉 － 6 4 6 4 4 8 5 5 5
潮見ふ頭北 7 5 4 6 5 3 6 5 5 5

Ｎ－1〈潮見ふ頭西〉 10 3 4 6 3 3 5 6 4 5
Ｎ－11〈潮見ふ頭南〉 7 4 4 5 4 3 5 5 4 4
Ｎ－14〈藤前干潟〉 18 11 8 10 8 9 5 11 8 9
金城ふ頭西 8 3 4 5 6 5 3 6 4 5

Ｎ－10〈庄内川河口〉 11 6 6 9 8 7 10 8 8 8

年度

河

川

荒子川

堀川

山崎川

天白川

新川

水域名 調査地点

庄内川

海
域

矢田川

名古屋港
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（資料 13）ＳＳ ため池における年平均値の経年変化 
（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
☆☆ 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 13 15 13 15 13 15 14 14 14
☆☆ 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 4 6 9 7 14 7 8 15
☆☆ 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 14 10 12 12 9 13 10 12
☆☆ 15 × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

25 17 14 15 10 16 15 8 12
☆☆ 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 2 3 3 4 6 4 4 8
☆☆ 15 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

30 10 14 14 12 10 18 10 13
☆☆ 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 3 7 4 7 9 7 6 6
☆☆ 15 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

8 7 7 8 7 24 4 8 7
☆☆ 15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 8 7 9 13 11 13 10 9
☆☆ 15 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

12 8 17 14 14 13 14 16 13
☆☆ 15 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 10 18 15 10 13 11 13 12
☆☆ 15 × × × × × × × × ×

34 31 26 34 39 33 30 22 36
☆☆ 15 × × × × × × × × ×

25 24 30 28 19 39 30 16 18

－

－

－

年平均値

年平均値

－

－

大村池

緑ヶ池

安田池

塚ノ杁池 年平均値

年平均値

戸笠池

新海池

－

－

－

－

年度

－

－

－

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

区分

た
め
池

目標値

年平均値牧野池

猫ヶ洞池

大久手池

荒池

琵琶ヶ池

蝮池

水主ヶ池

年平均値

年平均値

調査地点

年平均値
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（資料 14）ＳＳ 河川及び海域における水質環境目標値適合率の経年変化 
（単位：％）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
境橋 ☆☆☆ 10 100 92 100 100 100 100 100 100 100 100

荒子川ポンプ所 ☆ 20 75 92 100 100 83 92 92 75 92 83
中川運河 東海橋 ☆☆ 15 58 92 100 75 100 83 67 83 92 100

猿投橋 ☆☆☆ 10 92 50 75 100 92 67 67 83 92 83
小塩橋 ☆☆☆ 10 100 92 83 92 92 92 92 100 75 67
港新橋 ☆☆ 15 83 100 100 92 92 100 100 100 92 100

新堀川 日の出橋 ☆ 20 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
鼎(かなえ)橋 ☆☆☆ 10 92 100 100 100 100 100 100 100 100 100
道徳橋 ☆ 20 92 100 100 100 100 100 100 100 100 100
天白橋 ☆☆ 15 100 83 100 100 100 100 100 92 100 83
千鳥橋 ☆☆ 15 83 92 100 100 100 100 100 100 100 100

植田川 植田橋 ☆☆☆ 10 92 100 92 100 100 100 100 100 100 100
扇川 鳴海橋 ☆☆☆ 10 100 83 100 92 100 100 67 83 100 100

鞍流瀬川 梶田橋 ☆ 20 75 100 75 92 100 100 100 92 100 100
大留橋 ☆☆☆ 10 100 100 100 100 92 100 100 92 92 100
水分橋 ☆☆ 15 100 100 100 100 100 100 100 92 100 100
枇杷島橋 ☆☆ 15 100 92 100 100 100 100 100 100 100 100
庄内新川橋 ☆☆ 15 100 92 100 92 92 92 92 100 100 100
大森橋 ☆ 20 100 100 92 100 100 100 100 100 92 92
天神橋 ☆ 20 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

香流川 香流橋 ☆☆ 15 92 100 92 92 100 100 100 100 100 100
比良新橋 ☆☆ 15 92 100 100 92 92 100 100 100 100 100
日の出橋 ☆☆ 15 75 67 83 83 92 67 83 83 83 92

戸田川 新東福橋 ☆ 20 25 33 42 42 33 42 58 25 33 17
福田川 新西福橋 ☆☆ 15 100 100 100 100 92 92 100 100 100 100

Ｍ－1
〈ガーデンふ頭〉 ☆ － 75 100 83 92 92 75 100 92 92

潮見ふ頭北 ☆ 100 83 100 83 83 100 67 100 83 100

Ｎ－1
〈潮見ふ頭西〉 ☆ 67 92 100 92 100 100 92 92 100 92

Ｎ－11
〈潮見ふ頭南〉 ☆ 75 100 100 92 100 100 100 100 100 100

Ｎ－14
〈藤前干潟〉 ☆☆ 0 25 33 33 25 42 58 42 50 17

金城ふ頭西 ☆☆ 0 83 83 33 50 67 100 50 67 83

Ｎ－10
〈庄内川河口〉 ☆☆ 8 42 50 33 8 50 25 17 33 42

※ 網掛け、太字は、適合率が80%未満であるもの

5

10

水域名 調査地点

矢田川

山崎川

天白川

庄内川

年度

※ 適合率＝ 水質環境目標値に適合した日数 ×100総測定日数

区分 目標値

新川

海
域 名古屋港

河

川

荒子川

堀川
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（資料 15）全窒素 ため池及び海域における年平均値の経年変化 
（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

0.78 0.73 0.72 0.80 0.80 0.76 0.76 0.83 0.98 1.1
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.90 0.60 0.72 0.82 0.62 0.72 0.62 0.68 0.79
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.75 0.29 0.39 0.49 0.29 0.36 0.51 0.33 0.59
☆☆ 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.5 0.54 0.83 0.81 0.49 0.53 0.66 0.45 0.79
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.35 0.34 0.53 0.47 0.42 0.70 0.52 0.44 0.51
☆☆ 1 × ○ ○ × ○ ○ × ○ ×

1.9 0.71 0.88 1.1 0.85 1.0 1.3 0.76 1.1
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.80 0.36 0.67 0.63 0.42 0.60 0.68 0.49 0.61
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.40 0.60 0.67 0.86 0.73 0.66 0.97 0.53 0.87
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

1.0 0.80 0.66 0.87 0.94 1.1 0.89 0.71 0.87
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.70 0.70 0.90 0.95 0.82 0.98 0.90 0.92 0.86
☆☆ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.54 0.55 0.74 0.97 0.57 0.83 0.67 0.73 0.77
☆☆ 1 × × × × × × × × ×

3.2 3.7 3.9 3.3 4.7 3.5 3.0 3.5 3.6
☆☆ 1 × × × × × × × ○ ○

1.6 2.4 1.1 1.7 1.1 2.4 1.1 0.99 1.0
☆ 1 × × × × × × × × × ×

1.3 1.4 1.1 1.4 1.2 1.3 1.6 1.2 1.1 1.2
☆ 1 × × × × × × × × × ×

1.1 1.2 1.1 1.3 1.4 1.1 1.3 1.2 1.3 1.8
☆ 1 × ○ × × × × × × ○ ×

1.2 1.0 1.1 1.2 1.2 1.1 1.3 1.1 1.0 1.1
☆ 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.1 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.94 0.94 0.88 0.98
☆☆ 1 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1.2 1.0 0.98 0.99 1.1 0.90 1.0 0.97 0.97 0.92
☆☆ 1 × × × × × × × × × ×

1.1 1.1 1.2 1.1 1.1 1.1 1.2 1.3 1.3 1.5
☆☆ 1 × × × × × × × × × ×

1.3 1.3 1.3 1.4 1.2 1.3 1.2 1.2 1.4 1.2

蝮池

水主ヶ池

荒池

年平均値

年平均値

琵琶ヶ池

大村池

緑ヶ池

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年度目標値

牧野池

猫ヶ洞池

大久手池 年平均値

水域名 調査地点 区分

た
め
池

海

域

Ｍ－1
〈ガーデンふ頭〉

名古屋港

Ｎ－10
〈庄内川河口〉

金城ふ頭西

Ｎ－14
〈藤前干潟〉

Ｎ－11
〈潮見ふ頭南〉

Ｎ－1
〈潮見ふ頭西〉

潮見ふ頭北

安田池

塚ノ杁池

戸笠池

新海池

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

年平均値
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（資料 16）全燐 ため池及び海域における年平均値の経年変化 
（単位：mg/L）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.069 0.061 0.072 0.066 0.069 0.077 0.080 0.070 0.080 0.080
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.032 0.032 0.032 0.048 0.041 0.055 0.039 0.041 0.062
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.030 0.028 0.031 0.038 0.039 0.038 0.042 0.030 0.042
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.090 0.084 0.079 0.080 0.075 0.090 0.070 0.066 0.065
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.023 0.026 0.025 0.033 0.042 0.034 0.033 0.045 0.039
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.083 0.055 0.056 0.066 0.070 0.081 0.093 0.068 0.080
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.023 0.024 0.022 0.022 0.029 0.042 0.030 0.034 0.028
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.032 0.055 0.034 0.040 0.039 0.10 0.036 0.045 0.031
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.060 0.056 0.039 0.053 0.067 0.061 0.055 0.062 0.053
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.058 0.063 0.065 0.065 0.087 0.077 0.068 0.091 0.065
☆☆ 0.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0.058 0.054 0.052 0.052 0.049 0.060 0.052 0.054 0.046
☆☆ 0.1 × × × × × × × × ×

0.18 0.20 0.23 0.25 0.35 0.26 0.23 0.21 0.27
☆☆ 0.1 × × × × × × ○ ○ ○

0.15 0.22 0.12 0.12 0.11 0.23 0.089 0.084 0.079
☆ 0.09 × × × × × × × × × ×

0.11 0.17 0.12 0.13 0.11 0.13 0.19 0.12 0.11 0.097
☆ 0.09 ○ × × × × × × × × ×

0.082 0.14 0.11 0.11 0.099 0.12 0.14 0.11 0.11 0.094
☆ 0.09 × × × × × × × × × ○

0.10 0.11 0.13 0.14 0.097 0.11 0.14 0.11 0.093 0.083
☆ 0.09 × × × × × × × ○ ○ ○

0.093 0.11 0.11 0.10 0.099 0.10 0.11 0.090 0.079 0.088
☆☆ 0.09 × × × × × × × × × ×

0.14 0.13 0.14 0.11 0.14 0.13 0.14 0.13 0.12 0.14
☆☆ 0.09 × × × × × × × × × ×

0.10 0.13 0.14 0.10 0.11 0.12 0.13 0.12 0.12 0.10
☆☆ 0.09 × × × × × × × × × ×

0.15 0.15 0.14 0.13 0.13 0.14 0.15 0.13 0.14 0.12

た
め
池

安田池

塚ノ杁池

戸笠池

新海池

琵琶ヶ池

蝮池

水主ヶ池

荒池

牧野池

猫ヶ洞池

大久手池

大村池

緑ヶ池

水域名 調査地点 区分 目標値 年度

海

域
名古屋港

Ｍ－1
〈ガーデンふ頭〉

潮見ふ頭北

Ｎ－1
〈潮見ふ頭西〉
Ｎ－11

〈潮見ふ頭南〉
Ｎ－14
〈藤前干潟〉

金城ふ頭西

Ｎ－10
〈庄内川河口〉

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

年平均値

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
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（資料 17）親しみやすい指標 地点別水質環境目標値適合率の経年変化 
（単位：％）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
境橋 80 70 75 90 75 80 80 73 70 75

荒子川ポンプ所 100 100 100 100 95 90 100 73 75 83
中川運河 東海橋 95 85 80 80 80 89 80 60 55 45

猿投橋 95 100 100 95 100 100 95 86 100 100
小塩橋 70 50 50 90 80 85 95 80 95 80
港新橋 70 95 75 50 95 70 90 86 85 75

新堀川 日の出橋 85 85 100 100 100 90 95 93 95 100
鼎(かなえ)橋 85 85 85 95 100 95 90 86 90 65
道徳橋 85 95 100 100 80 100 100 80 75 80
植原橋 85 95 100 100 － － － － － －
新島田橋 95 100 95 100 － － － － － －
天白橋 － 90 85 100 90 100 89 93 80 65
千鳥橋 70 100 100 95 70 65 85 60 60 60

植田川 植田橋 65 60 60 60 75 75 80 60 80 70
扇川 上汐田橋 55 75 80 75 65 80 80 86 80 85
鞍流瀬川 梶田橋 50 80 95 80 100 95 100 92 85 88

松川橋 60 75 70 80 80 85 80 70 75 80
水分橋 80 90 100 95 100 95 90 86 75 75
新川中橋 100 100 100 100 － － － － － －
枇杷島橋 90 95 90 100 95 100 95 80 80 75
明徳橋 75 80 85 80 － － － － － －

庄内新川橋 75 55 60 45 80 80 80 80 75 75
大森橋 95 100 95 90 100 100 100 80 80 85
天神橋 90 100 100 100 100 100 95 80 93 85
新川中橋 100 100 100 100 － － － － － －

香流川 香流橋 100 80 90 100 100 100 100 100 80 75
比良新橋 95 85 85 100 80 60 65 80 85 95
新川新橋 75 60 90 90 － － － － － －
日の出橋 80 85 80 80 80 65 65 60 70 70

戸田川 新東福橋 57 85 80 80 80 80 80 60 40 40
福田川 新西福橋 90 65 70 75 90 80 70 60 60 60

75 81 81 93 87 100 100 91 100 100
75 81 87 81 87 100 81 75 73 68
75 81 75 75 81 81 75 75 81 75
62 68 75 75 75 75 75 50 62 50
93 100 100 93 93 100 81 75 93 86
56 75 75 75 81 81 81 58 50 50
75 75 81 81 93 93 93 91 93 100
75 81 75 75 81 75 87 50 43 68
75 75 75 75 75 75 75 66 81 87
75 75 75 75 75 75 75 50 66 50
75 － － － － － － － － －

大村池
緑ヶ池

荒池

安田池
塚ノ杁池
新海池
琵琶ヶ池
蝮池

水域名 調査地点 年度

×100※ 適合率 ＝ 環境目標値に適合したデータ数
全データ数

河

川

荒子川

堀川

山崎川

天白川

庄内川

矢田川

新川

た
め
池

牧野池
猫ヶ洞池
大久手池
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（資料 18）親しみやすい指標 項目別水質環境目標値適合率の経年変化 

（資料 19）大腸菌数 令和 3・4年度の測定値

（単位：％）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
水のにごり（透視度） 61 68 69 76 72 71 68 69 70 66

水の色 96 99 100 98 99 97 99 100 97 97

水のにおい 88 91 94 91 92 93 94 91 94 89

ごみ 31 37 31 40 37 38 34 31 27 31

水の流れ 94 94 96 94 98 98 100 97 95 92

水のにごり（透視度） 6 25 22 25 42 42 35 36 39 35

水の色 97 97 100 100 100 100 97 100 97 100

水のにおい 100 100 100 95 94 100 97 96 100 100

ごみ 46 55 72 75 55 70 71 40 61 57

※ 適合率 ＝

項目名

河

川

た
め
池

環境目標値に適合したデータ数
全データ数

×100

年度

（単位：CFU/100mL）

12月6日 1月5日 2月2日 3月2日 4月13日 5月11日 6月1日 7月13日 8月3日 9月14日 10月5日 11月9日

猿投橋 － 80 － － 430 － 200 － 190 － 300 －

小塩橋 400 － 280 51,000 130 310 650 90,000 400 600 14,000 530

山崎川 かなえ橋 1,100 － 260 150 60 － 1,700 － 370 － 1,200 －

植田川 植田橋 330 － 40 150 － 470 － 3,000 － 1,600 － 380

扇川 鳴海橋 － 110 － － － 140 － 460 － 480 － 140

河

川

堀川

水域 調査地点
令和3年度 令和4年度
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（参考資料１） 

１ 水質汚濁に係る環境基準 (昭和46年12月28日環境庁告示第59号) （付表略）

（１） 人の健康の保護に関する環境基準

項    目 基 準 値 測  定  方  法 対象水域 達成期間

カドミウム 0.003mg/L以下 
日本産業規格Ｋ0102(以下「規格」という。)55.2、55.3又は55.4に定め
る方法 

全

公

共

用

水

域

直
ち
に
達
成
さ
れ
、
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る

全シアン 検出されないこと。
規格38.1.2（規格38の備考11を除く。以下同じ。）及び38.2に定める方
法、規格38.1.2及び38.3に定める方法、規格38.1.2及び38.5に定める

方法又は付表１に掲げる方法 

鉛 0.01mg/L以下 規格54に定める方法 

六価クロム 0.02mg/L以下 

規格65.2（規格65.2.2及び65.2.7を除く。）に定める方法（ただし、次

の1から3までに掲げる場合にあっては、それぞれ1から3までに定める
ところによる。） 
1 規格65.2.1に定める方法による場合 原則として光路長50mmの吸収セ

ルを用いること。 
2 規格65.2.3、65.2.4又は65.2.5に定める方法による場合（規格65.の
備考 11 の b）による場合に限る。） 試料に、その濃度が基準値相当分

（0.02mg/L）増加するように六価クロム標準液を添加して添加回収率を求
め、その値が70～120％であることを確認すること。 
3 規格 65.2.6 に定める方法により汽水又は海水を測定する場合 ２に定

めるところによるほか、日本産業規格Ｋ0170－7の7のa）又はb）に定め
る操作を行うこと。 

砒素 0.01mg/L以下 規格61.2、61.3又は61.4に定める方法 

総水銀 0.0005mg/L以下 付表2に掲げる方法 

アルキル水銀 検出されないこと。 付表3に掲げる方法 

ＰＣＢ 検出されないこと。 付表4に掲げる方法 

ジクロロメタン 0.02mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法 

四塩化炭素 0.002mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.l、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法 

1,2－ジクロロエタン 0.004mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2に定める方法 

1,1－ 
ジクロロエチレン 

0.1mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法 

シス－1,2－ 
ジクロロエチレン 

0.04mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法 

1,1,1－ 
トリクロロエタン 

1mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5 に定める方法 

1,1,2－ 
トリクロロエタン 

0.006mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5 に定める方法 

トリクロロエチレン 0.01mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法 

テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法 

1,3－ 
ジクロロプロペン 

0.002mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法 

チウラム 0.006mg/L以下 付表5に掲げる方法 

シマジン 0.003mg/L以下 付表6の第1又は第2に掲げる方法 

チオベンカルブ 0.02mg/L以下 付表6の第1又は第2に掲げる方法 

ベンゼン 0.01mg/L以下 日本産業規格Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法 

セレン 0.01mg/L以下 規格67.2、67.3又は67.4に定める方法 

硝酸性窒素及び 
亜硝酸性窒素 

10mg/L以下 
硝酸性窒素にあっては規格43.2.1、43.2.3、43.2.5又は43.2.6に定める
方法、亜硝酸性窒素にあっては規格43.1に定める方法 
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項    目 基 準 値 測  定  方  法 対象水域 達成期間

ふっ素 0.8mg/L以下 

規格34.1（規格34の備考1を除く。）若しくは34.4（妨害となる物質と
してハロゲン化合物又はハロゲン化水素が多量に含まれる試料を測定す
る場合にあっては、蒸留試薬溶液として、水約200mLに硫酸10mL、りん酸

60mL 及び塩化ナトリウム10g を溶かした溶液とグリセリン250mL を混合
し、水を加えて1,000mLとしたものを用い、日本工業規格Ｋ0170－6の6図
2 注記のアルミニウム溶液のラインを追加する。）に定める方法又は規格

34.1.1c）（注(2)第三文及び規格34の備考1を除く。）に定める方法（懸
濁物質及びイオンクロマトグラフ法で妨害となる物質が共存しないこと
を確認した場合にあっては、これを省略することができる。）及び付表7に

掲げる方法 

全

公

共

用

水

域

直
ち
に
達
成
さ
れ
、
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る

ほう素 1mg/L以下 規格47.1、47.3又は47.4に定める方法  

1,4－ジオキサン 0.05mg/L以下 付表8に掲げる方法 

備考 1 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 
2 「検出されないこと」とは、測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ること

をいう。 
3 海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。 
4 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規格43.2.1、43.2.3又は43.2.5又は43.2.6により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数

0.2259を乗じたものと規格43.1により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数0.3045を乗じたものの和とする。 
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（２）生活環境の保全に関する環境基準 

Ⅰ 河  川（湖沼を除く。） 

ア 
項
目

類 
型

利用目的の 

適応性

基          準          値 
該当

水域
水素イオン濃度

(ｐＨ) 

生物化学的酸素要求量

(ＢＯＤ) 

浮遊物質量 

（ＳＳ） 

溶存酸素量 

(ＤＯ) 
大腸菌数 

ＡＡ

水 道 1 級
自 然 環 境 保 全
及びＡ 以下 の欄

に 掲 げ る も の

6.5以上 

8.5以下 
1㎎/L以下 25㎎/L以下 7.5㎎/L以上 

20CFU/100ｍL 

以下 

水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

Ａ

水 道 2 級
水 産 1 級

水 浴
及びＢ 以下 の欄
に 掲 げ る も の

6.5以上 

8.5以下 
2㎎/L以下 25㎎/L以下 7.5㎎/L以上 

300CFU/100mL 

以下 

B 

水 道 3 級
水 産 2 級

及びＣ 以下 の欄
に 掲 げ る も の

6.5以上 

8.5以下 
3㎎/L以下 25㎎/L以下 5㎎/L以上 

1,000CFU/100mL

以下 

C 

水 産 3 級
工 業 用 水 1 級

及び D 以下の欄
に 掲 げ る も の

6.5以上 

8.5以下 
5㎎/L以下 50㎎/L以下 5㎎/L以上 －

D 

工 業 用 水 2 級
農 業 用 水

及 び Ｅ の 欄 に
掲 げ る も の

6.0以上 

8.5以下 
8㎎/L以下 100㎎/L以下 2㎎/L以上 －

Ｅ
工 業 用 水 3 級
環 境 保 全

6.0以上 

8.5以下 
10㎎/L以下 

ごみ等の浮遊が 

認められないこと。 2㎎/L以上 －

測定方法 

規格12.1に定める
方法又はガラス電
極を用いる水質自

動監視測定装置に
よりこれと同程度
の計測結果の得ら

れる方法 

規格21に定める
方法 

付表9に掲げる方法 規格32に定める方
法又は隔膜電極若
しくは光学式セン

サをを用いる水質
自動監視測定装置
によりこれと同程

度の計測結果の得
られる方法 

付表10に掲げる
方法 

備考 1 基準値は、日間平均値とする。ただし、大腸菌数に係る基準値については、90％水質値（年間の日間平均値の全データをその値の小さいも

のから順に並べた際の 0.9×ｎ番目（ｎは日間平均値のデータ数）のデータ値（0.9×ｎが整数でない場合は端数を切り上げた整数番目の値

をとる。））とする(湖沼、海域もこれに準ずる。)。 

2 農業用利水点については、水素イオン濃度6.0以上7.5以下、溶存酸素量5mg/L以上とする(湖沼もこれに準ずる。)。 

3 水質自動監視測定装置とは、当該項目について自動的に計測することができる装置であって、計測結果を自動的に記録する機能を有するも

の又はその機能を有する機器と接続されているものをいう(湖沼、海域もこれに準ずる。)。 

4 水道1級を利用目的としている地点（自然環境保全を利用目的としている地点を除く。）については、大腸菌数100CFU/100mL以下とする。 

5 水産1級、水産2級及び水産3級については、当分の間、大腸菌数の項目の基準値は適用しない（湖沼、海域もこれに準ずる。）。 

6 大腸菌数に用いる単位はCFU（コロニー形成単位（Colony Forming Unit））/100mLとし、大腸菌を培地で培養し、発育したコロニー数を数え

ることで算出する。 

  （注） １ 自 然 環 境 保 全：自然探勝等の環境保全 

２ 水       道 １ 級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

        〃     ２ 級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 

        〃     ３ 級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

３  水       産 １ 級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産2級及び水産3級の水産生物用 

        〃    ２ 級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産3級の水産生物用 

        〃    ３ 級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用 

４  工 業 用 水 １ 級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 

〃      ２ 級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 

〃      ３ 級：特殊の浄水操作を行うもの 

５  環   境   保   全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度
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イ 

項目

類型
水生生物の生息状況の適応性 

基  準  値 

該当

水域全亜鉛 ノニルフェノール 

直鎖アルキル 

ベンゼンスルホン酸

及びその塩 

（ＬＡＳ） 

生物Ａ 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生
生物及びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03㎎/L以下 0.001㎎/L以下 0.03㎎/L以下 水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

生物特Ａ
生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水
生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生息
場として特に保全が必要な水域 

0.03㎎/L以下 0.0006㎎/L以下 0.02㎎/L以下 

生物Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及び
これらの餌生物が生息する水域 

0.03㎎/L以下 0.002㎎/L以下 0.05㎎/L以下 

生物特Ｂ
生物Ａ又は生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に
掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の
生育場として特に保全が必要な水域 

0.03㎎/L以下 0.002㎎/L以下 0.04㎎/L以下 

測定方法 規格53に定める方法 付表11に掲げる方法 付表12に掲げる方法

備考  1 基準値は、年間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。
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Ⅱ 湖沼（天然湖沼及び貯水量が 1,000 万立方メートル以上であり、かつ、水の滞留時間が４日間以上で

ある人工湖） 

ア 

項

目

類 

型

利用目的の 

適応性

基          準          値 
該当

水域
水素イオン濃度

(ｐＨ) 

化学的酸素要求量

(ＣＯＤ) 
浮遊物質量 

（ＳＳ） 

溶存酸素量 

(ＤＯ) 
大腸菌数 

ＡＡ

水  道  1級
水  産  1級
自 然 環 境 保 全

及 び Ａ 以 下 の 欄
に 掲 げ る も の

6.5以上 

8.5以下 
1㎎/L以下 1㎎/L以下 7.5㎎/L以上 

20CFU/100ｍL

以下 

水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

Ａ

水   道 2 ､ 3 級

水   産   2 級
水 浴
及 び Ｂ 以 下 の 欄

に 掲 げ る も の

6.5以上 

8.5以下 
3㎎/L以下 5㎎/L以下 7.5㎎/L以上 

300CFU/100mL 

以下 

B 

水   道   3 級
工 業 用 水  1 級

農 業 用 水
及 び Ｃ の 欄 に
掲 げ る も の

6.5以上 

8.5以下 
5㎎/L以下 15㎎/L以下 5㎎/L以上 －

C 
工 業 用 水  2 級
環 境 保 全

6.0以上 

8.5以下 
8㎎/L以下 

ごみ等の浮遊が 

認められないこと。 2㎎/L以上 －

測定方法 

規格12.1に定める

方法又はガラス電
極を用いる水質自
動監視測定装置に

よりこれと同程度
の計測結果の得ら
れる方法 

規格17に定める

方法 

付表9に定める方法 規格32に定める方

法又は隔膜電極若
しくは光学式セン
サを用いる水質自

動監視測定装置に
よりこれと同程度
の計測結果の得ら

れる方法 

付表10に掲げる

方法 

 備考 1 水産1級、水産2級及び水産3級については、当分の間、浮遊物質量の項目の基準値は適用しない。 
2 水道1級を利用目的としている地点（自然環境保全を利用目的としている地点を除く。）については、大腸菌数100CFU/100mL以下とす
る。 

3 水道3級を利用目的としている地点（水浴又は水道2級を利用目的としている地点を除く。）については、大腸菌数1,000CFU/100mL以下
とする。 

4 大腸菌数に用いる単位はCFU（コロニー形成単位（Colony Forming Unit））/100mLとし、大腸菌を培地で培養し、発育したコロニー数

を数えることで算出する。

（注） １ 自 然 環 境 保 全：自然探勝等の環境保全 

２ 水   道     １ 級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

   〃    ２、３ 級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作、又は、前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

３ 水   産     １ 級：ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産2級及び水産3級の水産生物用      

 〃        ２ 級：サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産3級の水産生物用 

〃        ３ 級：コイ、フナ等富栄養湖型の水域の水産生物用 

４  工 業 用 水 １ 級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 

〃       ２ 級：薬品注入等による高度の浄水操作、又は、特殊な浄水操作を行うもの 

５  環  境  保  全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度 
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イ 

項目

類型 
利用目的の適応性 

基          準          値 
該当

水域全窒素 全燐 

Ⅰ 
自 然 環 境 保 全 及 び
Ⅱ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

0.1㎎/L以下 0.005㎎/L以上 

水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

Ⅱ 

水道1、2、3級（特殊なものを除く。）
水 産 1 種
水 浴 及 び Ⅲ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

0.2㎎/L以下 0.01㎎/L以下 

Ⅲ 
水 道 3 級 （ 特 殊 な も の ） 及 び
Ⅳ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

0.4㎎/L以下 0.03㎎/L以上 

Ⅳ 
水 産 2 種 及 び
Ⅴ の 欄 に 掲 げ る も の 0.6㎎/L以下 0.05㎎/L以下 

Ⅴ 

水 産 3 種
工 業 用 水
農 業 用 水
環 境 保 全

1㎎/L以下 0.1㎎/L以下 

測定方法 

規格45.2、45.3、45.4又は
45.6（規格45の備考3を除
く。2イにおいて同じ。）

に定める方法 

規格46.3（規格46の備考9
を除く。2イにおいて同
じ。）に定める方法 

 備考 1 基準値は、年間平均値とする。 
2 水域類型の指定は、湖沼植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある湖沼について行うものとし、全窒素の項目の基準
値は、全窒素が湖沼植物プランクトンの増殖の要因となる湖沼について適用する。 

3 農業用水については、全燐の項目の基準値は適用しない。

（注） １ 自 然 環 境 保 全：自然探勝等の環境保全 

２ 水       道 １ 級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

        〃     ２ 級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 

        〃     ３ 級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの（「特殊なもの」とは、臭気物質の除去が可能な特殊な浄

水操作を行うものをいう。） 

３  水       産 １ 種：サケ科魚類及びアユ等の水産生物用並びに水産2種及び水産3種の水産生物用 

        〃    ２ 種：ワカサギ等の水産生物用及び水産3種の水産生物用 

        〃    ３ 種：コイ、フナ等の水産生物用 

４  環   境   保   全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度

ウ 

項目

類型
水生生物の生息状況の適応性 

基  準  値 

該当

水域全亜鉛 ノニルフェノール

直鎖アルキル 

ベンゼンスルホン酸

及びその塩 

（ＬＡＳ） 

生物Ａ 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生
生物及びこれらの餌生物が生息する水域 

0.03㎎/L以下 0.001㎎/L以下 0.03㎎/L以下 水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

生物特Ａ
生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水
生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生息

場として特に保全が必要な水域 
0.03㎎/L以下 0.0006㎎/L以下 0.02㎎/L以下 

生物Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及び

これらの餌生物が生息する水域 
0.03㎎/L以下 0.002㎎/L以下 0.05㎎/L以下 

生物特Ｂ
生物Ａ又は生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に
掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の

生育場として特に保全が必要な水域 
0.03㎎/L以下 0.002㎎/L以下 0.04㎎/L以下 

測定方法 規格53に定める方法 付表11に掲げる方法 付表12に掲げる方法



－ 51 － 

エ 

項目

類型
水生生物が生息・再生産する場の適応性 

基  準  値 
該当

水域底層溶存酸素量

生物1 
生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物が生息できる場を保全・再生する水
域又は再生産段階において貧酸素耐性の低い水生生物が再生産できる場を保全・

再生する水域 
4.0mg/L以下 

水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

生物2 
生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物を除き、水生生物が生息できる場を

保全・再生する水域又は再生産段階において貧酸素耐性の低い水生生物を除き、水
生生物が再生産できる場を保全・再生する水域 

3.0㎎/L以下 

生物3 
生息段階において貧酸素耐性の高い水生生物が生息できる場を保全・再生する水域、再

生産段階において貧酸素耐性の高い水生生物が再生産できる場を保全・再生する水域
又は無生物域を解消する水域 

2.0㎎/L以下 

測定方法 
規格32に定める方法又は付表13
に掲げる方法 

備考 1 基準値は、日間平均値とする。 
2 底面近傍で溶存酸素量の変化が大きいことが想定される場合の採水には、横型のバンドン採水器を用いる。
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Ⅲ 海 域 

 ア 

項

目

類 

型

利用目的の 

適応性 

基          準          値 

該当

水域
水素イオン濃度

(ｐＨ) 

化学的酸素要求量

(ＣＯＤ) 
溶存酸素量 

(ＤＯ) 
大腸菌数 

ｎ－ヘキサン

抽出物質 

(油分等) 

Ａ

水  産  1級

水 浴
自 然 環 境 保 全
及 び Ｂ 以 下 の 欄

に 掲 げ る も の

7.8以上 

8.3以下 
2㎎/L以下 7.5㎎/L以上 

300CFU/100ｍL

以下 

検出されない

こと。 

水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

B 

水   産   2 級
工 業 用 水 
及 び Ｃ の 欄 に

掲 げ る も の

7.8以上 

8.3以下 
3㎎/L以下 5㎎/L以上 －

検出されない

こと。 

C 環 境 保 全 7.0以上 

8.3以下 
8㎎/L以下 2㎎/L以上 － －

測定方法 

規格12.1に定める
方法又はガラス電
極を用いる水質自

動監視測定装置に
よりこれと同程度
の計測結果の得ら

れる方法 

規格17に定める
方法 
(ただし、B類型の工

業用水及び水産2級
のうちノリ養殖の
利水点における測

定方法はアルカリ
性法) 

規格32に定める方
法又は隔膜電極若
しくは光学式セン

サを用いる水質自
動監視測定装置に
よりこれと同程度

の計測結果の得ら
れる方法 

付表10に掲げる
方法 

付表14に掲げる
方法 

 備考 1 自然環境保全を利用目的としている地点については、大腸菌数20CFU/100mL以下とする。 

2 アルカリ性法とは次のものをいう。 
試料50mLを正確に三角フラスコにとり、水酸化ナトリウム溶液(10w/v％)1mLを加え、次に過マンガン酸カリウム溶液(2mmol/L)10mLを
正確に加えたのち、沸騰した水浴中に正確に20分放置する。その後よう化カリウム溶液(10w／v％)1mLとアジ化ナトリウム溶液 

(4w/v％)1滴を加え、冷却後、硫酸(2＋1)0.5mLを加えてよう素を遊離させて、それを力価の判明しているチオ硫酸ナトリウム溶液 
(10mmol/L)ででんぷん溶液を指示薬として滴定する。同時に試料の代わりに蒸留水を用い、同様に処理した空試験値を求め、次式に
よりＣＯＤ値を計算する。 

ＣＯＤ(Ｏ2 mg/Ｌ)＝0.08×〔(b)－(a)〕×fＮａ2Ｓ2Ｏ3×1000/50 
(a)：チオ硫酸ナトリウム溶液(10mmol/Ｌ)の滴定値(mＬ) 
(b)：蒸留水について行なった空試験値(mＬ) 

fＮａ2Ｓ2Ｏ3：チオ硫酸ナトリウム溶液(10mmol/Ｌ)の力価 
3 大腸菌数に用いる単位はCFU（コロニー形成単位（Colony Forming Unit））/100mLとし、大腸菌を培地で培養し、発育したコロニー
数を数えることで算出する。

（注） １ 自 然 環 境 保 全：自然探勝等の環境保全 

２ 水   産     １ 級：マダイ、ブリ、ワカメ等の水産生物用及び水産2級の水産生物用      

 〃        ２ 級：ボラ、ノリ等の水産生物用 

３ 環   境   保   全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度 
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イ 

項目

類型 
利用目的の適応性 

基          準          値 
該当

水域全窒素 全燐 

Ⅰ 
自 然 環 境 保 全 及 び
Ⅱ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の
( 水 産 2 種 及 び 3 種 を 除 く 。 )

0.2㎎/L以下 0.02㎎/L以上 

水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

Ⅱ 

水 産 1 種
水 浴 及 び Ⅲ 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の
( 水 産 2 種 及 び 3 種 を 除 く 。 )

0.3㎎/L以下 0.03㎎/L以下 

Ⅲ 
水 産 2 種
及 び Ⅳ の 欄 に 掲 げ る も の
( 水 産 3 種 を 除 く 。 )

0.6㎎/L以下 0.05㎎/L以上 

Ⅳ 

水 産 3 種
工 業 用 水
生 物 生 息 環 境 保 全

1㎎/L以下 0.09㎎/L以下 

測定方法 
規格45.4又は45.6に定
める方法 

規格46.3に定める方法 

 備考 1 基準値は、年間平均値とする。 
2 水域類型の指定は、海洋植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある海域について行うものとする。

（注） １ 自 然 環 境 保 全：自然探勝等の環境保全 

２ 水       産 １ 種：底生魚介類を含め多様な水産生物がバランス良く、かつ、安定して漁獲される 

        〃    ２ 種：一部の底生魚介類を除き、魚類を中心とした水産生物が多獲される 

        〃    ３ 種：汚濁に強い特定の水産生物が主に漁獲される 

３  生物生息環境保全：年間を通して底生生物が生息できる限度

ウ 

項目

類型
水生生物の生息状況の適応性 

基  準  値 

該当

水域全亜鉛 ノニルフェノール

直鎖アルキル 

ベンゼンスルホン酸

及びその塩 

（ＬＡＳ） 

生物Ａ 水生生物の生息する水域 0.02㎎/L以下 0.001㎎/L以下 0.01㎎/L以下 
水
域
類
型
ご
と
に

指
定
す
る
水
域

生物特Ａ
生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵
場（繁殖場）又は幼稚仔の生息場とし
て特に保全が必要な水域 

0.01㎎/L以下 0.0007㎎/L以下 0.006㎎/L以下 

測定方法 規格53に定める方法 付表11に掲げる方法 付表12に掲げる方法
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項目

類型
水生生物が生息・再生産する場の適応性 

基  準  値 
該当

水域底層溶存酸素量

生物1 
生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物が生息できる場を保全・再生する水
域又は再生産段階において貧酸素耐性の低い水生生物が再生産できる場を保全・

再生する水域 
4.0mg/L以下 

水
域
類
型
ご
と
に
指
定
す
る
水
域

生物2 
生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物を除き、水生生物が生息できる場を

保全・再生する水域又は再生産段階において貧酸素耐性の低い水生生物を除き、水
生生物が再生産できる場を保全・再生する水域 

3.0㎎/L以下 

生物3 
生息段階において貧酸素耐性の高い水生生物が生息できる場を保全・再生する水域、再

生産段階において貧酸素耐性の高い水生生物が再生産できる場を保全・再生する水域
又は無生物域を解消する水域 

2.0㎎/L以下 

測定方法 
規格32に定める方法又は付表13
に掲げる方法 

備考 1 基準値は、日間平均値とする。 
2 底面近傍で溶存酸素量の変化が大きいことが想定される場合の採水には、横型のバンドン採水器を用いる。
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（参考資料２） 

荒子川における過去の調査結果 

１ 荒子川における 1,2-ジクロロエタンの原因究明調査結果について 

(1) 平成 11 年 10 月の河川の水質調査結果から、1,2－ジクロロエタンの汚染の上

限は北中島橋付近で、この付近が汚染源であり、ここから下流に向かって拡散

していることが判明しました。 

(2) 荒子川流域は、下水道処理区域であり、荒子川へ直接放流しているのは 4 事

業場だけであり、平成 11 年 1 月に行った事業場からの排出水の調査では、1,2－

ジクロロエタンは全く含まれていませんでした。 

(3) 平成 10 年 12 月～平成 11 年 3 月に実施した、保健所及び上下水道局の周辺

事業場の立入調査では、1,2－ジクロロエタンを使用していた事業場は確認で

きませんでした。 

(4) 平成 12 年 1 月の北中島橋付近の目視調査等では、汚染と直接関連がありそ

うな不法投棄物等は発見できませんでした。 

(5) 原因究明のため、平成 13 年 2 月に汚染の中心と考えられる北中島橋付近の

底質調査を行いました。この結果、北中島橋から南北 50m の範囲内で、採取し

た底質の溶出試験で 1,2－ジクロロエタンについて最高 30mg/L が検出され、高

濃度に汚染された底質の存在が明らかになりました。また、北中島橋から南北

50m 以上離れた地点では、底質の汚染は認められず、底質の汚染は狭い範囲に

とどまっていました。 

(6) 底質調査で高濃度の 1,2－ジクロロエタンが含まれていることが明らかにな

ったヘドロについて平成 14 年 2・3 月に北中島橋から中島橋にかけてしゅん渫

を行いました。 

(7) しゅん渫の効果を把握するために、平成 14 年 5 月に水質の、8 月に水質・

底質の追跡調査を行った結果、しゅん渫の効果のため 1,2－ジクロロエタンの

濃度は全体的には下がっていますが、依然として一部の地点では高濃度で検出

しました。 

(8) 平成 14 年度に行ったボーリング調査で、北中島橋右岸付近の歩道上で地表

下 1.7～3.9m に高濃度の 1,2－ジクロロエタン等で汚染された廃棄物の層が発

見されました。 

２ 荒子川における 1,2-ジクロロエタンの環境調査結果について 

(1) 荒子川ポンプ所での令和 4 年度調査結果 
（単位：mg/L） 

調査地点名 5 月 8 月 11 月 2 月 年間平均

荒子川ポンプ 0.0086 0.0076 0.0056 0.0086 0.0076 

注） 網掛けは環境基準・環境目標値（0.004mg/L）を超過 
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(2) 荒子川ポンプ所での経年結果（環境基準超過以降） 

図  荒子川ポンプ所での 1,2－ジクロロエタン濃度の経年推移 

(3) 荒子川北中島橋付近での令和 4 年度調査結果について 

（単位：mg/L） 

調査地点名 5 月 8 月 11 月 2 月 

河
川
底
層
水

① 右岸北 25m 0.20 0.042 0.40 0.15 

② No.1 観測井横 0.38 0.13 0.27 0.10 

③ No.3 観測井横 0.046 0.062 0.17 0.12 

④ 橋中央 0.13 0.064 0.36 0.14 

⑤ No.4 観測井横 0.24 0.10 0.40 0.18 

地

下

水

⑥ No.1 観測井 0.05 0.016 1.1 0.027 

⑦ No.3 観測井 320 2.5 4.0 160 

⑧ No.4 観測井 3.0 14 0.52 2.8 

⑨ No.2 観測井 81 82 110 32 

⑩ No.5 観測井 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

図 荒子川北中島橋付近での測定地点図 

⑩
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（参考資料３） 

河川におけるＢＯＤ/ＣＯＤ比※の経年変化 

（ＢＯＤ及びＣＯＤの年平均値を用いて算出） 

※水中の汚濁物質が微生物によって分解されやすいかを示す。 

微生物によって汚濁を処理しやすい水質であると、通常、この値が 1 より大きくなる。 

1．荒子川 

2．中川運河 

3．堀川 

0.0

0.5

1.0

1.5

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

BO
D
/C
O
D

年度

境橋 荒子川ポンプ所

0.0

0.5

1.0

1.5

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

BO
D
/C
O
D

年度

東海橋

0.0

0.5

1.0

1.5

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

BO
D
/C
O
D

年度

猿投橋 小塩橋 港新橋



－ 58 － 

4．新堀川 
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7．植田川 
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10．庄内川 

11．矢田川 

12．香流川 
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13．新川 

14．戸田川 

15．福田川 
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（参考資料４） 

水質環境目標値における指標生物一覧 
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（参考資料５） 

水質改善施策に係る計画等 

「一級河川庄内川水系堀川圏域河川整備計画（平成 22 年 10 月）」抜粋 



－ 66 － 

「新堀川の浄化方針（令和3年3月）」抜粋 
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「中川運河再生計画（平成24年10月）」抜粋 
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会議一覧 

会議名 設置時期 会議の概要・趣旨・役割 事務局 

荒子川汚染対策

懇談会 

令和 5 年

2 月 

荒子川北中島橋付近で行う調査及び浄

化対策に関することについて、有識者

の意見を聴取して、環境基準・環境目

標値の達成に向けた施策に反映する 

環境局 

堀川再生の推進

に関する検討会

令和 5 年

6 月 

堀川圏域（堀川、新堀川）の更なる水

質浄化に向けて、今後の浄化の方向性

を検討する 

緑政土木局
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（参考資料６） 

調査地点と地域区分 

現行 見直し 現行 見直し
境橋 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆

荒子川ポンプ所 ☆ ☆ ☆☆ ☆☆
東海橋 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

長良橋（予定） － ☆☆ ☆☆ ☆☆
松重ポンプ所（予定） － ☆☆ ☆☆ ☆☆

猿投橋 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆
小塩橋 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆
港新橋 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

新堀川 日の出橋 ☆ ☆ ☆☆ ☆☆
鼎(かなえ)橋 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆
道徳橋 ☆ ☆ ☆☆ ☆☆
天白橋 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆
千鳥橋 ☆☆ ☆☆ ☆☆ ☆☆

植田川 植田橋 ☆☆☆ ☆☆☆ Ｍ－1〈ガーデンふ頭〉 ☆ ☆
扇川 鳴海橋 ☆☆☆ ☆☆☆ 潮見ふ頭北 ☆ ☆
鞍流瀬川 梶田橋 ☆ ☆☆ Ｎ－1〈潮見ふ頭西〉 ☆ ☆

大留橋 ☆☆☆ ☆☆☆ Ｎ－11〈潮見ふ頭南〉 ☆ ☆
水分橋 ☆☆ ☆☆☆ Ｎ－14〈藤前干潟〉 ☆☆ ☆☆
枇杷島橋 ☆☆ ☆☆☆ 金城ふ頭西 ☆☆ ☆☆
庄内新川橋 ☆☆ ☆☆☆ Ｎ－10〈庄内川河口〉 ☆☆ ☆☆
大森橋 ☆ ☆☆
天神橋 ☆ ☆☆☆

香流川 香流橋 ☆☆ ☆☆☆
比良新橋 ☆☆ ☆☆☆
日の出橋 ☆☆ ☆☆

戸田川 新東福橋 ☆ ☆
福田川 新西福橋 ☆☆ ☆☆

地域区分

河

川

荒子川

堀川

山崎川

天白川

新川

水域名 調査地点

庄内川

矢田川

中川運河

牧野池
猫ヶ洞池
大久手池
大村池
緑ヶ池
安田池
塚ノ杁池

新海池
戸笠池

た
め
池

琵琶ヶ池
蝮池

荒池

名古屋港

水主ヶ池

海
域

水域名 調査地点 地域区分
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（参考資料７） 

家庭からの生活排水対策の取組例 

「生活排水対策について（名古屋市公式ウェブサイト）」抜粋 
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「クリーン排水運動（愛知県）」抜粋 
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「水質浄化に向けた取り組み（伊勢湾再生推進会議パンフレット）」抜粋 
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「生活排水読本（環境省）」抜粋 
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（参考資料８）
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（参考資料９） 

水質環境目標値部会委員名簿 

（令和 5 年 10 月現在） 

 氏  名 職 業 等 

環境審議会

委員 

大鹿 聖公 愛知教育大学教育学部教授 

冨永 晃宏 

（部会長） 
名古屋工業大学名誉教授 

専門委員 

大東 憲二 大同大学情報学部総合情報学科特任教授 

原田 守博 名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科教授

増田 理子 名古屋工業大学工学部都市社会工学科教授 

松尾 直規 中部大学名誉教授 

土山 ふみ 公募委員 
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（参考資料 10） 

水質環境目標値部会開催状況 

回

数
日時 場所 主な調査審議事項 

１

令和 4 年 

3 月 25 日(金) 

午前 9 時 30 分～ 

市役所 

西 12Ｆ 

会議室 

○水質環境目標値部会について 

○水質の状況等について 

○審議事項と論点（案）について 

２
7 月 25 日(月) 

午前 10 時 00 分～

市役所 

西 12Ａ 

会議室 

○河川の地域区分について 

○環境目標値達成に向けた浄化対策の方向性に

ついて 

３
11 月 14 日(月) 

午後 2 時 00 分～ 

名古屋市

公館 

小会議室

○河川の地域区分について 

○ため池の目標値の検討について 

○環境目標値達成に向けた浄化対策の方向性に

ついて 

○親しみやすい指標について 

４

令和 5 年 

1 月 31 日(火) 

午前 10 時 00 分～

市役所 

西 12Ｅ 

会議室 

○河川の地域区分について 

○海域について 

○環境基準改正を踏まえた検討について 

５
4 月 26 日(水) 

午後 2 時 00 分～ 

市役所 

西 12Ｅ 

会議室 

○中間とりまとめ（案）について 

６
10 月 13 日(金) 

午後 3 時 00 分～ 

市役所 

西 12Ｃ 

会議室 

○中間とりまとめに対する市民意見の内容及び

部会の考え方（案）等について 

○部会報告（案）について 
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（参考資料11） 

「水質環境目標値部会中間とりまとめ」に対し、貴重なご意見をいただき、ありがとう

ございました。 

皆さまからいただきましたご意見の概要と、それに対する部会の考え方を公表いたし

ます。 

なお、ご意見については内容を要約し、趣旨の類するものはまとめさせていただいた

ほか、内容により分割する等して掲載していますのでご了承ください。 

令和 5年 10 月 

名古屋市環境審議会 水質環境目標値部会 

名古屋市環境審議会水質環境目標値部会 

中間とりまとめに対する市民意見の内容及び部会の考え方 
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【中間とりまとめに対する意見募集結果】 

１ 意見募集の概要 

実 施 期 間 令和 5年 7月 18 日（火）～令和 5年 8月 18 日（金） 

提 出 状 況 意見提出者数：6名  意見数：37 件 

提 出 方 法 電子メール：5名  郵送：1名 

２ 意見の内訳 

項 目 件 数

（１）「水質環境目標値の達

成状況の評価等」に関する

こと         5 件 

水質調査に関すること 4 件

水質の状況に関すること 1 件

（２）「水質環境目標値の見

直し」に関すること 

       16 件

経緯に関すること 1 件

水の安全性に関する目標に関すること 3 件

水質の汚濁に関する目標に関すること 3 件

親しみやすい指標による目標に関すること 2 件

地域区分に関すること 6 件

達成年度に関すること 1 件

（３）「水質環境目標値の達

成に向けて」に関すること

6件

河川等の水質浄化に関すること 6 件

（４）「親しみやすい指標を

活用した水質環境の普及啓

発」に関すること 

4 件

水質環境目標値市民モニタリングに関する

こと 
2 件

生き物（指標生物）の活用に関すること 2 件

（５）その他 

6 件

表記に関すること 3 件

今後の進め方に関すること 1 件

河川整備に関すること 1 件

上水道の調査項目に関すること 1 件
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３ 意見と部会の考え方 

ア 水質調査に関すること（4件） 

意見 部会の考え方 

河川の水質はＢＯＤを指標とするのが

一般的だが、ＢＯＤでは把握が困難な

リグニン等の物質が多く含まれる庄内

川下流域では、伊勢湾の貧酸素水域の

形成に大きく関与していると思われる

ため、ＣＯＤの計測と規制が重要と考

える。参考値としてでも良いので、Ｃ

ＯＤを付け加えてほしい。 

水質環境目標値市民モニタリングでは

パックテストを使ってＣＯＤを調査し

ているため、ＣＯＤの指標値があると

調査にも熱が入ると考える。指標設定

は難しいかもしれないが、ＣＯＤ値を

表記することを検討してほしい。 

河川のＣＯＤは目標値が設定されてい

ないが、戸田川は通常河川と違い大き

なため池状態なので、ＣＯＤも計測す

る必要があるのではないかと考える。 

 〔３〕

河川の有機汚濁の指標には、環境基準

としてＢＯＤが採用されており、環境

目標値もそれに準じて、ＣＯＤの設定

はせず、ＢＯＤを設定しております。 

市内河川等の水質については、「公共用

水域の水質常時監視」として、環境基

準、環境目標値の達成状況を把握する

ため、調査が行われています。この調査

においては、河川のＣＯＤについても

調査をしており、調査結果は市公式ウ

ェブサイトで公表されています。 

参考資料として、各河川におけるＢＯ

Ｄ及びＣＯＤの年平均値の経年変化を

示した表並びにＢＯＤとＣＯＤの比率

の経年変化を示したグラフを追加しま

す。 

名古屋市は要監視項目 27項目のうち、

ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡを含め、10 項目

に限定して公共用水域の調査を行って

いるが、この理由は何か。   〔１〕

過去の検出状況に応じて測定を行って

いるものと聞いております。 

イ 水質の状況に関すること（1件） 

意見 部会の考え方 

荒子川ポンプ所において 1,2－ジクロロ

エタンの目標値を達成していないこと

について、本文中の記述だけでは市民

の健康に関わる問題としての認識が伝

わらないため、これまでの経緯や調査

結果、対策を検討する名古屋市の所

有・管理部分について資料を追加して

ほしい。 

ご意見をふまえ、市公式ウェブサイト

に掲載されているこれまでの経緯や調

査結果を参考資料として追加しまし

た。 

今後の対応については、市において別

途懇談会を設けて検討していると聞い

ております。 

（１）「水質環境目標値の達成状況の評価等」に関すること  5件 

〔１〕
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ア 経緯に関すること（1件） 

意見 部会の考え方 

水質環境目標値の見直しに係る継続的な

努力に敬意を表する。特に、国の環境基

準しか評価基準がないかのような風潮に

対し、独特の姿勢を堅持していることは

全国の自治体に大きな希望を与えるもの

である。 

〔１〕

趣旨に賛同していただいたものと理

解しております。 

イ 水の安全性に関する目標に関すること（3件） 

意見 部会の考え方 

現行の水質環境目標値の特徴として、「可

能な限り環境基準の上乗せ、横出し措置

となるように設定している」ことから、

「水の安全性に関する目標」についても、

環境基準への移行を目的とした「要監視

項目」の横出しを検討すべきである。 

環境基準への移行を目的とした「要監視

項目 27 項目」を環境目標値に追加するこ

とを検討してほしい。 

水の安全性に関する目標について、環境

基準を達成するだけでは不十分である。

環境基準達成だけではなく、要監視項目

の指針値達成を目標に追加すべきであ

る。 

〔３〕

要監視項目は、「人の健康の保護に関

連する物質ではあるが、公共用水域等

における検出状況等からみて、直ちに

環境基準とせず、引き続き知見の集積

に努めるべきもの」として国が定めた

ものです。 

水質環境目標値については、水質環境

の状況や国における環境基準の設定

状況等を考慮し、見直しを検討するこ

ととしていますが、要監視項目は国に

おいても知見の集積に努めている段

階であることから、目標値としての設

定は見送り、国の動向を注視しなが

ら、測定を継続することが適当である

と考えております。 

（２）「水質環境目標値の見直し」に関すること     16 件 
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ウ 水質の汚濁に関する目標に関すること（3件） 

意見 部会の考え方 

「ふん便性大腸菌群数」が設定されてい

るが、大腸菌群数の測定値は、ふん便汚

染のない水や土壌に分布する自然由来

の細菌も検出されると考えられ、ふん便

汚染を的確にとらえていない状況があ

るため、大腸菌数として見直せばよいは

ずである。   

〔１〕

環境基準では、水道原水の実態等から

大腸菌数の基準値が設定されています

が、市内には水道原水となっている河

川はありません。 

環境目標値の河川☆☆☆においては、

親水性を考慮し、水浴場水質判定基準

に準じて「ふん便性大腸菌群数」の目標

値を設定していることから、水浴場水

質判定基準の見直しの動向等を注視し

ながら、今後の検討に向けて大腸菌数

の測定を継続して実施し、濃度状況の

把握に努めることが適当であると考え

ております。 

ため池の全窒素・全燐の目標値を地域区

分毎に設定する見直し案は賛成である。

〔１〕

趣旨に賛同していただいたものと理解

しております。 

底層溶存酸素量について、水質環境目標

値として市独自での指標の設定は見送

り、国・県の動向を注視しつつ調査を継

続することは、やむをえない措置と考え

る。ただし、環境基準を守れない地点が

あることを承知して、今後の調査は継続

してほしい。          

〔１〕

趣旨に賛同していただいたものと理解

しております。 

今後も調査を継続するよう市に伝えさ

せていただきます。 

エ 親しみやすい指標による目標に関すること（2件） 

意見 部会の考え方 

ＳＳと比較して透視度の方が高めの目

標設定となっているが、人の感覚を重視

して、透視度の目標値は現行維持とする

という結論には賛成である。 

生物が生息・生育しているか、という

観点を新たに加え、項目名を「生き

物」と見直すことは、良い方向への見

直しであり、賛成である。 

〔２〕

趣旨に賛同していただいたものと理解

しております。 
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オ 地域区分に関すること（6件） 

意見 部会の考え方 

見直しで☆☆☆の地点が増えるのは良いこ

とと思う。 

今回の見直しは水質状況等を勘案して、い

ずれも目標を引き上げるもので、特に矢田

川の大森橋上流では☆を☆☆に引き上げ、

下流は☆☆☆と大きく引き上げるもので賛

成である。 

ため池の地域区分の引き上げを行わな

い点はやむを得ないことだと考える。 

海域の地域区分の引き上げを行わない

点はやむを得ないことだと考える。 

ため池の区分☆☆の水質のイメージを

見直すことについて、生物指標を生き

物に見直すことに関連して、自然観察

を楽しみの一部に取り入れるというこ

とは良い方向であり、賛成である。 

〔５〕

趣旨に賛同していただいたものと理解

しております。 

矢田川において大森橋上流の方が下流より

目標が緩いことについて、その理由を記載

し、今後の課題としてほしい。 

〔１〕

矢田川の水質には市外からの流入によ

る影響がございますが、香流川合流以

降はより水質の改善が見られるという

状況をふまえて、下流部はより高い目

標を設定することが適当であると考え

ております。 

ご意見をふまえて、本文中に矢田川に

関する記載を追加させていただきま

す。 

さらなる水質改善に向けたご意見につ

いては、市に伝えさせていただきます。
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カ 達成年度に関すること（1件） 

意見 部会の考え方 

「水の安全性に関する目標については、市

民の健康の保護の観点から、速やかに達成

することが望ましい。」というのは、その通

りである。荒子川の1,2－ジクロロエタン

問題を速やかに達成するための施策を打ち

出してほしい。 

〔１〕

趣旨に賛同していただいたものと理解

しております。 

部会としても、荒子川の 1,2－ジクロロ

エタンの目標値超過については、早急

に対策方法を検討して実行に進める必

要があると考えております。 

ご意見については、市に伝えさせてい

ただきます。 
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ア 河川等の水質浄化に関すること（6件） 

意見 部会の考え方 

荒子川の 1,2－ジクロロエタンについて、

「名古屋市の所有・管理部分での原位置

による対策を基本」とするのであれば、も

っと前から対策ができたはずである。名

古屋市の所有・管理部分はどこにどれだ

けあるのか。それで十分なのか。周辺の土

壌の履歴調査は行ったのか。詳細な資料

を追加してほしい。 

〔１〕

これまでは、北中島橋付近の水質調査

を継続して行い、微生物や鉄粉を用い

た浄化対策実験を行っていたと聞いて

おります。 

ご意見をふまえ、名古屋市公式ウェブ

サイトに掲載されているこれまでの経

緯や調査結果を参考資料として追加し

ました。 

今後の対応については、市において別

途懇談会を設けて検討していると聞い

ております。 

（３）「水質環境目標値の達成に向けて」に関すること  6 件 
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「降雨時に未処理下水の流入がある」原因

は、雨水と下水の合流式配管のためである

ことを明確に記載し、最新の分流式下水に

切り替える方向を示すべきである。分流式

に切り替える計画は無いのか。 

堀川・新堀川は周辺が合流式の為、特に

大雨時には汚水が川に流れ出るという根

本的な問題がある。大雨後には川から悪

臭が漂い、環境悪化をもたらしている。

今後 100 年かけてでも、下水道の分流化

を地道に進めていくしか現在解決策は無

いと思う。 

「一級河川庄内川水系堀川圏域河川整備

計画」、「新堀川の浄化方針」、「中川運河

再生計画」におけるメインの対策は下水

道の分流化である。「更なる水質改善を進

めるためには、長期的には三川での水循

環の促進や他水域からの導水についても

検討する必要がある」とあるが、新たに

導水路を作るのではなく、その費用を下

水の分流化に充てるべきである。 

名古屋市中心部にある堀川・新堀川に、

特に大雨後にプラスチックゴミが浮遊し

ているのは大きな課題である。大学の研

究機関等と協働して、将来的にローコス

トで効率良く川に浮かぶプラスチックゴ

ミを回収する研究に取り組んでいってほ

しい。 

堀川・新堀川において川底浚渫は継続し

て進めていってほしい。 

〔５〕

堀川圏域（堀川、新堀川）の浄化施策

の方向性については、市において別途

検討会を設けて検討していると聞い

ております。 
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ア 水質環境目標値市民モニタリングに関すること（２件） 

意見 部会の考え方 

水質環境目標値市民モニタリングの調

査項目をこなすのに精一杯で、ｐＨ・Ｃ

ＯＤ・透視度等がどのようなレベル、状

況なのか深く理解ができていないの

で、現地で調査結果等を基に教えてい

ただきたい。 

戸田川では岸に設けられた階段から観

察しても生き物が見えないため、生き

物を調査するには網かごで捕獲するし

かないが、夏季は水温も高く難しいと

思われる。 

〔２〕

ご意見をふまえて、市民モニターに対

する説明の機会をより充実させるよう

市に伝えさせていただきます。 

イ 生き物（指標生物）の活用に関すること（２件） 

意見 部会の考え方 

参考資料「水質環境目標値における指標

生物一覧」に、幼虫を含めて河川 22 枚、

ため池 18 枚、海域 16 枚の写真を掲載し

ているので親切である。こうした指標生

物一覧を市民・こども達への学習資料と

して十分活用してほしい。 

本文中に記載されているとおり、「写真か

ら生物を判定できるＡⅠ」も活用してほ

しい。 

〔２〕

ご意見については、市に伝えさせてい

ただきます。 

（４）「親しみやすい指標を活用した水質環境の普及啓発」に関すること 4 件 
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ア 表記に関すること（3 件） 

意見 部会の考え方 

「図 4－2 荒子川ポンプ所における 1,2

－ジクロロエタンの濃度の推移」に R3、

R4 年度の結果を追加してほしい。また、

縦軸をもっと拡大してわかりやすくし

てほしい。 

 〔１〕

ご指摘をふまえ、グラフの体裁を修正

するとともに、令和 3、4年度の結果を

参考資料として追加しました。 

本文中の「大腸菌群数よりも指標性が

高い「ふん便性大腸菌群数」」という視

点がわからないため、理解できるよう

な記述とすべきである。 

〔１〕

ご指摘をふまえ、「大腸菌群数よりもふ

ん便汚染の指標性が高い」という記載

に修正をさせていただきます。 

 27 ページに「参考資料 5 参照」とある

が、参考資料 5は「家庭からの生活排水

対策の取組例」なので、参考資料 3「水

質改善施策に係る計画等」の間違いで

はないか。 

〔１〕

ご指摘をふまえ、修正をさせていただ

きます。 

イ 今後の進め方に関すること（1件） 

意見 部会の考え方 

水質環境目標値の達成状況を把握した

結果、どうするのかを記載してほしい。

特に「水の安全性に関する目標」が目標

値を超えている状況を放置しないよう

に、市の責務を明確にする必要がある。

 〔１〕

水質環境目標値の達成状況を把握した

結果は、市において公表されます。 

水質改善に向けた取組みについては、

部会での審議をふまえ、市民・事業者の

協力も得ながら市において適切に実施

されると考えております。 

（５）その他                      6 件 
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ウ 河川整備に関すること（1件） 

意見 部会の考え方 

水質が年々良くなる事は大変嬉しい

が、出来たら都心部を流れる堀川・新

堀川・中川運河等の川辺で市民が憩え

る程度に水質と川岸を整備してほし

い。 

〔１〕

ご意見については、市に伝えさせてい

ただきます。

エ 上水道の調査項目に関すること（1 件） 

意見 部会の考え方 

水道法の水質基準は 51 項目だが、公共

用水域の要監視項目 27 項目はほとん

ど含まれていない。上水道の調査項目

は一度総点検をし、市民の安全を確認

すべきである。 

〔１〕

ご意見については、市に伝えさせてい

ただきます。 
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（参考資料12） 

市会総務環境委員会（令和5年6月30日）での主な意見 

１ 水の安全性に関する目標について 

（1）不安を感じる市民も多いと思うので、1,2－ジクロロエタンの目標値をいち早く

達成できるようにしっかりと対策に取り組んでいただきたい。 

２ 水質の汚濁に関する目標について 

（1）環境局としては、所管局に強く働きかけて、連携しながら水質改善に向けた取

り組みを進めることが大切である。 

（2）大雨等の災害対策として様々な事業が行われているのに合わせて、環境的な観

点についても、環境局がリーダーシップを発揮して関係局に強く働きかけ、目

標達成に向けてさらなる連携をしっかりとやっていただきたい。 

（3）中川運河における水質浄化施策の効果を見るためには、東海橋以外にも調査地

点を増やして水質の状況を確認する必要がある。 

（4）中川運河では水辺利用がされているので、管理者である名古屋港管理組合と連

携して、水質改善に取り組んでいただきたい。 

（5）堀川も新堀川も水源がほとんどない。新たに安定的な水源を求めていかないと、

いつまで経っても水質の課題は抜本的に解決しない。木曽川からの導水はたく

さんある選択肢の中の一つに過ぎないかもしれないが、環境局もお力添えいた

だければありがたい。 

（6）これまでも他局と協力しながら色々取り組んだうえで現状のため池の水質であ

るということは、やはり新たに何かをやらないと前には進まない。 

（7）調査の結果を見ながらより的確で効率的な実証実験をやっていきたいという市

の考えは理解できるが、ため池の水質は年々悪くなってきているので、早めに

何らかの手を打つことを主眼に置いて、挑戦的に水質浄化に取り組んでいただ

きたい。 



－ 90 － 

（参考資料13）                       

主な関係用語 
      （五十音順） 

アオコ 

富栄養化により、湖沼等で藍
らん

藻
そう

類等の植物プランクトンが大発生し、水面が濃い緑色にな

る現象をいう。 

赤潮 

富栄養化により、海等で鞭毛
べんもう

藻
そう

類や珪藻
けいそう

類等の植物プランクトンが大発生し、海面が赤色

または赤かっ色になる現象をいう。 

アンモニア性窒素 

窒素の各種化合物のうち、アンモニアまたはアンモニウム塩として存在する窒素であり、主

としてし尿や生活排水中の有機物の分解や工場排水に起因し、自然水中では次第に亜硝酸態や

硝酸態に変化していく。海藻や植物プランクトンの成長に必要な栄養塩の一つである一方、過

剰になると水生生物に悪影響を与えるといわれている。 

伊勢湾再生推進会議 

閉鎖性水域である伊勢湾の自然環境の保全と再生を図るため、関係省庁及び関係地方公共団

体等で構成している会議。伊勢湾の水環境の改善、生態系の改善等を通じ、海域と陸域の係わ

りに重点を置いた総合的な「伊勢湾域の環境改善」のための行動計画を策定している。 

１，２－ジクロロエタン 

１，２－ジクロロエタンは合成化学物質であり、自然界には存在しない。用途は主に塩化ビ

ニルの製造であり、そのほか合成樹脂原料、フィルム洗浄剤、有機溶剤、混合溶剤、殺虫剤、

医薬品、化学反応中間体等に使用される。 

化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 

水中の汚濁物質（主として有機物）を酸化剤で化学的に酸化するときに消費される酸素量を

もって表し、環境基準では海域及び湖沼の汚濁指標として採用されている。 

環境基準 

環境基本法では「大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染及び騒音に係る環境上の条件につい

て、それぞれ、人の健康を保護し、及び生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基

準」と定義している。行政上の目標基準であり、直接に工場等を規制するための規制基準とは

異なる。 

公共用水域 

水質汚濁防止法では「公共用水域とは、河川、湖沼、港湾、沿岸海域その他公共の用に供さ

れる水域及びこれに接続する公共溝渠、かんがい用水路その他公共の用に供される水路をいう。

ただし、下水道法で定める公共下水道及び流域下水道であって、同法に規定する終末処理場を

有するもの、また、この流域下水道に接続する公共下水道は除く。」と定義している。 

高度処理 

従来の下水処理方法（標準活性汚泥法）に比べ、主に窒素・燐を多く除去できる処理方法。 

合流式下水道 

下水を集める方法のうち、汚水と雨水を同一の管きょで運ぶ方法。弱い雨の時は汚水と一緒

に雨水も水処理センターに送り処理するが、雨量が増加すると、路面等、街の汚れや汚水の一

部を含んだ雨水が直接河川へ放流されることから、放流される汚れの量を減らすための対策が

進められている。 
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水質環境目標値 

環境基本条例では「市民の健康を保護し、快適な生活環境を確保する上で維持されるべき目

標値」と定義している。市が環境行政を計画的かつ総合的に推進していく上での政策上の到達

目標又は指針である。 

水質環境目標値市民モニタリング 

公募による市民モニターが親しみやすい指標の項目について、市内の河川とため池において

実施している調査。 

水素イオン濃度（ｐＨ） 

溶液中の水素イオン濃度を示す尺度で、酸性、アルカリ性の度合を示す。 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 

水中の汚濁物質（主として有機物）が微生物によって酸化分解され、無機化、ガス化すると

きに必要とされる酸素量をいい、環境基準では河川の汚濁指標として採用されている。 

生物指標 

その水域に生息・生育する生物から水質を判断する指標として、名古屋市が定期的に実施し

ている生物調査結果による生物生息状況等を踏まえ、市独自で設定したもの。 

全窒素 

水中に存在する様々な形態の窒素化合物に含まれる窒素の総量。富栄養化の原因の一つ。 

全燐 

水中に存在する様々な形態の燐化合物に含まれる燐の総量。富栄養化の原因の一つ。 

大腸菌数 

ふん便由来でない細菌も含む大腸菌群数や、ふん便以外に土壌や水中にも分布する細菌も含

むふん便性大腸菌群数と比べて、より特異的にふん便による汚染を示す。 

透視度 

透視度計に水を入れ、上から底を透視し標識板の二重十字が見えるようになった時の底から

の水面の高さ。 

75％水質値 

公共用水域の水質を表す方法として一般的に年平均値が用いられているが、BOD 及び COD が

環境基準に適合しているかどうかを判断する方法としては、通常の状態（低水流量以上の状態）

の最高値に相当する水質である 75％水質値が用いられている。 

なお、低水流量とは、一年（365 日）の 75％にあたる 275 日はその値を超える流量のことで

あり、75％水質値は、一年（365 日）の 75％にあたる 275 日はその値を超えない水質レベルを

示す。年間の日間平均値の全データ（ｎ個）を値の小さいものから順に並べた時、0.75×ｎ番

目（整数でない場合は端数を切り上げた整数番目）にくるデータのことであり、年 12 個のデー

タがある場合は、小さい方から数えて 9番目のデータとなる。 

苦
にが

潮
しお

（青
あお

潮
しお

） 

海水の底層に分布する極端に酸素の少ない水の塊（貧酸素水塊）が海面に浮上し、海水の色

が乳白色を帯びた青又は緑色を呈する現象をいう。 

富栄養化 

汚水等の流入により、窒素・燐等の栄養物質が蓄積すること。 
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浮遊物質量（ＳＳ） 

水に溶けない懸濁性の物質のこと。浮遊物質には無機質のものと有機質のものがあり、数値

が大きいほど水質汚濁が著しいことを示す。 

ふん便性大腸菌群数 

水中で大腸菌群として検出される菌群の中には、ふん便由来でないものも多く含まれるため、

特にふん便による汚染を示すため導入された指標で、大腸菌群数より高い温度で培養する。 

分流式下水道 

下水を集める方式のうち、汚水と雨水を別々の管きょで運ぶ方式。 

水循環  

降った雨が森や池に貯められ、徐々に河川に流れ出し、あるいは地下に浸透する一方、蒸発

し、また雨となって降る、という水の循環。 

水の華  

淡水域で起こる植物プランクトンによる水の着色現象。アオコや淡水赤潮もこの現象に含ま

れる。 

水の環復活 2050 なごや戦略 

豊かな水の環がささえる「環境首都なごや」の実現を目指して、2050 年までの長期目標と 2025

年までの短期実行計画をまとめたもの。森・川・海の流域全体を見据えた健全な水循環の回復

を目指す。 

溶存酸素量（ＤＯ） 

水に溶けている酸素のことをいう。河川等の水質が有機物で汚濁されると、この有機物を分

解するため水中の微生物が溶存酸素を消費し、この結果、溶存酸素が不足して魚介類の生存が

脅かされる。 

なお、底層付近の溶存酸素量のことを「底層溶存酸素量（底層ＤＯ）」と言い、低下すると、

底層の生物が死滅したり、生息域が狭まったり、苦潮（青潮）や赤潮が発生したりする可能性

がある。 


